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日
清
戦
後
の
対
清
日
本
外
交
と
国
際
関
係

　
　
　
　
　

─
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
と
三
国
干
渉
の
決
着
─

古　

結　
　

諒　

子

は
じ
め
に

　
　

一　

遼
東
半
島
返
還
の
表
明

　
　

二　

列
強
間
の
共
同
歩
調
の
瓦
解

　
　

三　

返
還
条
件
の
提
示
と
そ
の
目
的

　
　

四　

李
鴻
章
の
政
治
的
立
場
の
変
化
と
日
本
の
方
針
転
換

　
　

五　

三
国
と
の
合
意
に
よ
る
還
付
報
償
金
の
獲
得

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
日
清
戦
後
、
清
の
動
向
や
列
強
の
相
互
関
係
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
日
本
が
実
際
に
三
国
と
の
約
束
で
あ
る
遼

東
半
島
の
返
還
を
行
っ
た
の
か
、
戦
後
処
理
の
一
例
と
し
て
、
遼
東
半
島
返
還
に
至
る
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、

遼
東
半
島
の
返
還
を
機
に
日
本
が
還
付
報
償
金
を
受
領
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
清
戦
前
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
国
際
シ
ス
テ
ム
の
一
機
能
で

あ
っ
た
列
強
間
の
共
同
歩
調
の
瓦
解
を
招
き
、
そ
の
後
の
日
清
戦
後
処
理
の
方
向
性
を
規
定
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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日
清
戦
争
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
五
月
、
下
関
条
約
の
批
准
交
換
を
経
て
、
一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
も
清

か
ら
日
本
へ
の
軍
費
賠
償
金
の
分
割
支
払
い
や
日
清
通
商
航
海
条
約
の
締
結
交
渉
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）、
担

保
占
領
地
威
海
衛
か
ら
の
日
本
の
撤
退
を
も
っ
て
条
約
が
履
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
こ
の
よ
う
な
条
約
履
行
と
は
別
に
、
清
へ
の
返
還

が
決
定
し
た
遼
東
半
島
の
返
還
方
法
を
確
定
す
る
た
め
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
が

露
・
仏
・
独
三
国
に
表
明
し
た
清
に
対
す
る
遼
東
半
島
返
還
の
約
束
─
い
わ
ゆ
る
「
三
国
干
渉（１
）」

─
を
い
か
に
履
行
す
る
の
か
と
い
う
問
題

が
、
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
処
理
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
日
清
戦
争
は
東
ア
ジ
ア
に
存
在
し
た
秩
序
の
一
つ
で
あ
る
不
平
等
条
約
体
制
が
崩
壊
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
２
）。

そ
の
中

で
イ
ギ
リ
ス
が
同
調
し
た
「
三
国
干
渉
」
は
、
こ
の
秩
序
を
維
持
す
る
上
で
機
能
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
列
強
間
の
共
同
歩
調

に
、
動
揺
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
表
出
さ
せ
た
出
来
事
で
あ
り
、
日
本
は
こ
れ
を
受
諾
す
る
こ
と
で
終
戦
を
迎
え
た
（
３
）。
だ
が
、
三
国
干
渉
の
全

体
像
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
日
本
側
の
勧
告
受
諾
の
表
明
と
い
う
一
時
的
な
事
象
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
返
還
条
件
の
提
示
や
そ
の

改
定
と
い
っ
た
戦
後
処
理
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
終
戦
を
一
つ
の
時
期
区
分
と
す
る
の
で
は
な
く
、
三
国
と
の

約
束
を
実
際
に
清
に
対
し
て
履
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
全
体
に
つ
い
て
も
分
析
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
、
列
強
の
対
日

外
交
活
動
を
対
日
圧
迫
策
と
し
て
一
面
的
に
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
日
本
の
外
交
的
対
処
が
当
該
期
の
東
ア
ジ
ア
域
内
に
お
け
る
列

強
に
与
え
た
影
響
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
研
究
で
は
、
終
戦
間
際
に
三
国
が
行
っ
た
対
日
勧
告
の
日
本
側
受
諾
と
い
う
事
実
に
関
心
が
注
が
れ
る
反
面
、
そ
れ
に

よ
る
影
響
や
、
遼
東
半
島
の
返
還
方
法
を
め
ぐ
る
戦
後
の
交
渉
に
対
す
る
分
析
が
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
４
）。

　

た
と
え
ば
、
藤
村
道
生
氏
は
列
強
の
異
議
を
恐
れ
る
日
本
が
還
付
報
償
金
を
減
額
し
た
こ
と
に
触
れ
た
（
５
）。

し
か
し
、
影
響
力
を
行
使
す
る
列

強
側
と
そ
れ
に
追
随
す
る
日
本
と
い
う
対
置
図
式
の
な
か
で
論
じ
た
た
め
、
か
え
っ
て
国
際
関
係
の
変
化
が
判
然
と
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
注

目
す
べ
き
問
題
点
は
、
還
付
報
償
金
額
の
大
小
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
何
度
も
変
化
す
る
日
本
の
外
交
姿
勢
で
あ
る
。
戦
争
の
決
着
、
借
款
交
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渉
の
進
捗
状
況
、
清
国
内
の
政
治
状
況
と
い
っ
た
戦
後
の
新
た
な
国
際
的
環
境
の
出
現
に
応
じ
て
、
遼
東
半
島
返
還
を
軸
に
ど
の
よ
う
な
交
渉

方
法
で
何
を
獲
得
し
た
の
か
。
清
や
列
強
の
動
向
を
利
用
し
た
、
日
本
の
戦
略
的
意
図
に
つ
い
て
も
説
明
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
日
本
の
外
交
的
対
処
が
当
該
期
の
東
ア
ジ
ア
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
、
不
平
等
条
約
体
制
を
維
持
す
る
機
能
の
一

部
で
あ
っ
た
列
強
間
の
共
同
歩
調
が
、
戦
後
の
日
本
の
対
清
外
交
上
ど
の
よ
う
に
表
れ
た
の
か
、
そ
の
実
態
的
側
面
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
く
に
、
列
強
内
で
中
心
的
役
割
を
占
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
位
置
づ
け
に
留
意
し
、
勧
告
受
諾
当
時
に
成
立
し
た
四
カ
国
の
同
調
の

そ
の
後
の
変
化
を
追
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
三
国
と
は
別
に
日
本
と
返
還
条
件
に
関
し
て
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
（
６
）。

だ
が
、
二

カ
国
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の
列
強
各
国
と
の
相
互
関
係
の
変
化
や
、
清
で
生
じ
た
問
題
と
の
関
連
性
を
軽
視
す
る
弱
点

を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
他
列
強
に
異
な
る
対
応
策
を
と
っ
た
日
本
側
の
視
点
か
ら
、
そ
の
相
互
関
係
の
変

化
を
追
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
対
日
勧
告
が
対
清
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
返
還
相
手
国
で
あ
る
清
に
対
す
る
姿
勢
と
の
対
比

に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
姿
勢
が
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
日
本
外
交
文
書
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
を
併
用
し
た
双
方
の
視
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
他
列
強
の
姿
勢
の
相
違
や
清

の
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、
遼
東
半
島
の
返
還
に
至
る
日
本
外
交
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
勧
告
受
諾
当
時
か
ら
連
続
す
る
国
際
関
係
の
変

化
の
帰
結
と
し
て
、
三
国
と
の
約
束
を
実
行
に
移
す
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
三
国
干
渉
の

意
義
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
遼
東
半
島
返
還
の
表
明

　

日
本
は
、
獲
得
権
利
で
あ
る
遼
東
半
島
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
清
や
列
強
か
ら
ど
の
よ
う
な
利
益
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
か
。
ま
ず
は
、
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遼
東
半
島
の
返
還
を
表
明
す
る
過
程
に
お
い
て
、
日
本
が
三
国
に
提
示
し
た
返
還
条
件
と
そ
の
反
応
を
追
い
た
い
。

　

下
関
講
和
会
議
で
全
権
委
任
使
節
と
な
っ
た
伊
藤
博
文
と
李
鴻
章
は
、
ロ
シ
ア
が
遼
東
半
島
の
返
還
を
日
本
に
要
求
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

上
で
、
一
八
九
五
年
四
月
一
七
日
、
条
約
を
調
印
し
た
（
７
）。

　

露
・
独
・
仏
の
三
国
が
遼
東
半
島
の
返
還
を
日
本
に
対
し
て
求
め
た
の
は
、
日
清
両
国
が
条
約
の
批
准
書
を
交
換
し
終
え
て
い
な
い
四
月
二

三
日
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
下
関
条
約
の
内
容
や
終
戦
に
つ
い
て
最
終
的
な
確
定
を
み
て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
日
勧
告
の
対
処
法

と
し
て
、
伊
藤
首
相
が
陸
奥
宗
光
外
相
に
行
っ
た
最
初
の
提
案
は
、「
金
州
半
島
ヲ
償
金
ノ
抵
当
ト
シ
テ
保
有
ス
ル
事
ト
ナ
ス
ノ
外
ナ
シ
（
８
）」

と

い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
下
関
条
約
履
行
の
担
保
占
領
地
で
あ
る
威
海
衛
と
と
も
に
、
遼
東
半
島
を
、
清
に
よ
る
軍
費
賠
償
金
二
億
両
の
支
払
い

担
保
に
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
対
日
勧
告
に
参
加
し
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
三
国
に
同
調
す
る
姿
勢
に
転
じ
た
こ
と
を
確
認
し
て
（
９
）、
陸
奥
は
三
国
に
対
し
て
覚
書

で
遼
東
半
島
返
還
条
件
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
下
関
条
約
批
准
交
換
後
に
追
加
定
約
を
以
て
条
約
に
修
正
を
加
え
る
と
い
う
案
で
あ
り
、
そ

の
追
加
定
約
と
は
、
遼
東
半
島
の
う
ち
旅
順
を
含
む
金
州
庁
以
外
の
部
分
を
放
棄
し
、「
其
放
棄
シ
タ
ル
領
土
ニ
対
シ
之
ニ
代
フ
ベ
キ
報
酬
ト

シ
テ
相
当
ナ
ル
金
額
ヲ
清
国
ト
協
議
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ル
事
ア
ル
ベ
シ
〔
中
略
〕
清
国
ニ
於
テ
日
本
ニ
対
ス
ル
其
ノ
条
約
上
ノ
義
務
ヲ
全
然
履
行

ス
ル
マ
デ
ハ
担
保
ト
シ
テ
前
記
ノ
領
土
ヲ
占
領
ス
ル
ノ
権
ア
ル
コ
ト
知
ル
ベ
シ（（（
（

」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
還
付
報
償
金

の
請
求
を
条
件
に
含
め
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
日
本
が
下
関
条
約
批
准
交
換
後
の
修
正
と
い
う
条
件
を
付
し
た
返
還
条
件

を
三
国
に
提
示
し
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
清
と
の
批
准
交
換
を
経
て
条
約
内
容
を
確
定
し
、
戦
争
に
決
着
を
つ
け
る
目

的
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

結
局
、
イ
ギ
リ
ス
の
後
援
を
得
た
ロ
シ
ア
は
こ
の
返
還
条
件
に
同
意
を
示
さ
ず
、
最
初
の
勧
告
内
容
を
堅
持
し
た
。
そ
の
た
め
、
休
戦
期
限

が
迫
る
五
月
五
日
、
日
本
は
三
国
に
対
し
て
、
勧
告
の
全
面
的
受
諾
を
伝
え
た
。
そ
の
回
答
は
、「
日
本
帝
国
政
府
ハ
露
仏
独
三
国
政
府
ノ
友

誼
ア
ル
忠
告
ニ
基
キ
奉
天
半
島
ヲ
永
久
ニ
占
領
ス
ル
コ
ト
ヲ
放
棄
ス
ル
ヲ
約
ス
（
（（
（

」
と
、
遼
東
半
島
の
返
還
を
表
明
し
た
も
の
の
、
具
体
的
な
条
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件
に
関
す
る
明
言
を
避
け
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
清
と
の
間
で
下
関
条
約
の
批
准
交
換
を
経
た
。

　

た
だ
し
、
遼
東
半
島
の
返
還
を
表
明
し
た
直
後
の
列
強
側
の
反
応
を
み
る
と
、
列
強
は
既
に
こ
の
時
点
で
償
金
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
外
務
省
で
勧
告
受
諾
の
回
答
を
伝
え
た
林
董
外
務
次
官
が
陸
奥
外
相
に
宛
て
た
電
報
に
よ
れ
ば
、「
仏
公
使
ハ
之
ヲ
怪
ミ
此
外
ニ

何
カ
条
件
ア
ル
ベ
シ
」
と
言
い
、「
独
公
使
ハ
如
此
ク
ナ
レ
バ
如
何
ニ
シ
テ
償
ヲ
得
ラ
ル
ヽ
積
リ
ナ
リ
ヤ
」
と
た
ず
ね
、「
露
公
使
ハ
日
清
条
約

ノ
償
金
ハ
少
ナ
キ
故
尚
多
ク
要
求
セ
ラ
レ
タ
ラ
バ
宜
シ
カ
リ
シ
ナ
ラ
ン（（（
（

」
と
言
っ
た
。
ロ
シ
ア
外
相
ロ
バ
ノ
フ
（Lobanov-Rostovskii

）
も

「
清
国
ト
談
判
ヲ
開
ク
前
ニ
要
求
ス
ヘ
キ
金
高
ヲ
極
メ
置
ク
事
宜
シ
カ
ル
ベ
シ（（（
（

」
と
西
徳
二
郎
駐
露
公
使
に
伝
え
た
。
そ
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス

の
駐
清
公
使
オ
コ
ナ
ー
（N

icholas R. O
ʼConor

）
や
駐
日
代
理
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
（Gerard A

ugustus Low
ther

）
も
、
下
関
条
約
の
批

准
交
換
が
行
わ
れ
た
時
点
で
遼
東
半
島
返
還
に
伴
う
償
金
の
増
額
を
予
想
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
三
国
が
清
に
対
し
て
何
を
要
求
す
る
の
か
と

い
う
点
に
も
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
う
し
て
日
本
は
遼
東
半
島
の
返
還
を
表
明
し
、
終
戦
を
迎
え
た
。
だ
が
、
遼
東
半
島
の
具
体
的
な
返
還
手
続
き
は
、
日
清
な
ら
び
に
露
・

仏
・
独
・
英
に
と
っ
て
、
戦
後
処
理
を
進
め
る
上
で
の
交
渉
材
料
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
、
列
強
間
の
共
同
歩
調
の
瓦
解

　

で
は
、
列
強
各
国
は
戦
後
処
理
の
交
渉
材
料
と
し
て
残
さ
れ
た
遼
東
半
島
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
終
戦
前
、
日
本
は
積

極
的
に
返
還
条
件
を
提
示
し
た
が
、
戦
後
に
な
る
と
、
条
件
の
明
言
を
避
け
た
。
だ
が
、
そ
の
姿
勢
が
逆
に
列
強
各
国
の
意
図
を
明
確
に
さ
せ

た
。
各
国
は
返
還
に
伴
う
償
金
を
想
定
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
対
処
法
が
異
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

遼
東
半
島
の
返
還
方
法
に
つ
い
て
、
暫
く
の
間
、
日
本
側
か
ら
進
ん
で
清
に
交
渉
を
持
ち
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
態
度
に
つ
い
て

駐
日
代
理
英
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
は
、「
早
期
撤
退
の
た
め
、
清
が
話
を
持
ち
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
清
が
お
の
ず
か
ら
報
酬
を
提
供
す
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る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
」
と
見
通
し
て
い
た（（（
（

。
し
か
し
、
実
際
に
そ
の
後
日
本
に
対
し
て
返
還
方
法
に
関
す
る
話
を
切
り
出
し
た
の
は
、
清
で

は
な
く
対
日
勧
告
を
行
っ
た
三
国
で
あ
っ
た
。

　

五
月
三
〇
日
、
露
・
仏
・
独
三
公
使
は
日
清
戦
後
処
理
で
重
視
し
た
諸
点
と
絡
め
な
が
ら
、
次
の
質
問
を
陸
奥
外
相
に
対
し
て
行
っ
た
。

　
　

一
、
遼
東
半
島
抛
棄
ノ
報
償
ト
シ
テ
日
本
政
府
ハ
何
程
ノ
償
金
ヲ
清
国
ヘ
請
求
可
被
成
御
積
ナ
ル
ヤ

　
　

二
、
目
下
遼
東
半
島
ニ
駐
留
ノ
兵
ハ
幾
時
頃
迄
ニ
御
引
揚
可
被
成
御
見
込
ナ
ル
ヤ

　
　

三
、
我
々
三
国
ノ
政
府
ハ
台
湾
清
国
間
海
峡
ノ
航
海
ヲ
自
由
ナ
ラ
シ
ム
ル
事
ニ
付
帝
国
政
府
ヨ
リ
保
証
ヲ
得
タ
シ（（（
（

　

こ
の
う
ち
「
一
」
と
「
二
」
が
本
稿
と
直
接
関
係
す
る
が（（（
（

、
ま
ず
、「
一
」
は
返
還
が
約
束
さ
れ
た
遼
東
半
島
の
金
額
に
関
す
る
質
問
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
、
日
本
に
よ
る
還
付
報
償
金
請
求
を
前
提
に
返
還
条
件
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
三
国
側
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
金
額
は
、
清
に

よ
る
資
金
準
備
と
も
関
係
す
る
た
め
、
す
で
に
清
で
開
始
さ
れ
た
軍
費
賠
償
金
借
款
問
題
の
一
環
と
し
て
日
本
に
提
起
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
軍
費
賠
償
金
二
億
両
の
う
ち
五
千
万
両
の
第
一
回
分
割
払
い
は
同
年
一
一
月
を
予
定
し
て
お
り（（（
（

、
同
時
期
、
列
強
各
国
は
清
に

対
す
る
借
款
競
争
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
は
、
各
国
が
公
債
募
集
の
た
め
に
個
別
に
交
渉
を
行
う
と
清
が
提
供
す
る
担
保
が

激
減
す
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
国
際
借
款
団
を
組
織
す
る
こ
と
で
一
度
に
軍
費
賠
償
金
総
額
を
補
う
こ
と
を
企
図
し
た（（（
（

。
つ
ま
り
、
列
強
各
国
が

共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
で
相
互
に
利
益
を
得
る
、
と
い
う
従
来
の
姿
勢
を
確
立
し
て
戦
後
処
理
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ロ
シ
ア
は
未
解
決
の
遼
東
半
島
返
還
問
題
を
て
こ
に
、
単
独
で
一
億
両
の
借
り
入
れ
を
清
に
認
め
さ
せ
、
こ
の
段
階
で
は
既
に
借
款
条
件
の
調

整
に
入
っ
て
い
た（（（
（

。
各
国
の
対
応
に
は
差
異
が
出
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

続
く
「
二
」
は
、
実
質
的
な
遼
東
半
島
の
返
還
に
か
か
わ
る
駐
留
期
日
の
明
言
を
求
め
た
質
問
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
六
月
四
日
の
閣
議
で
「
外
務
大
臣
提
案
ヲ
基
礎
ト
シ
先
ツ
露
独
仏
三
国
公
使
ト
談
判
シ
彼
此
意
見
ヲ
交
換
シ
タ
ル
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上
猶
本
提
案
ニ
多
少
ノ
修
正
ヲ
為
ス
ベ
シ（（（
（

」
と
決
定
し
た
。

一
、
遼
東
半
島
ヲ
永
久
ニ
抛
棄
ス
ル
報
酬
ト
シ
テ
清
国
ニ
対
シ
要
求
ス
ヘ
キ
償
金
ハ
庫
平
銀
一
億
両
ノ
高
ヲ
超
過
セ
サ
ル
ベ
シ

二
、�

日
本
国
ノ
遼
東
半
島
ノ
一
時
占
領
ハ
約
定
ノ
償
金
ノ
支
払
ヲ
了
ス
ル
時
若
ク
ハ
右
支
払
ノ
為
メ
清
国
ヨ
リ
別
ニ
満
足
ナ
ル
財
源
ア
ル

担
保
ヲ
与
フ
ル
時
ニ
於
テ
停
止
ス
ベ
シ

三
、
日
本
国
ニ
於
テ
ハ
清
国
ト
台
湾
ノ
間
ニ
在
ル
海
峡
ハ
純
然
万
国
航
通
ノ
公
路
ト
認
ム
〔
以
下
省
略
〕 

　
「
二
」
で
い
う
「
約
定
ノ
償
金
」
と
は
、
下
関
条
約
で
定
め
た
軍
費
賠
償
金
で
は
な
く
、
条
件
「
一
」
で
提
示
し
た
還
付
報
償
金
を
指
す
。

三
国
と
の
交
渉
を
前
提
に
し
た
返
還
条
件
の
策
定
で
は
、
還
付
報
償
金
の
獲
得
に
主
眼
が
置
か
れ
、
当
初
の
下
関
条
約
履
行
の
担
保
占
領
と
い

う
側
面
は
後
退
し
た
。
こ
の
変
化
を
裏
付
け
る
確
実
な
史
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
終
戦
前
と
以
後
に
提
示
さ
れ
る
返
還
条
件
と
の
比
較
検
討

に
委
ね
る
し
か
な
い
。
そ
の
結
果
、
こ
の
段
階
で
は
既
に
下
関
条
約
の
批
准
交
換
を
経
て
条
約
内
容
を
確
定
さ
せ
て
い
る
と
い
う
点
や
、
軍
費

賠
償
金
総
額
を
カ
バ
ー
す
る
対
清
借
款
が
成
立
す
る
見
通
し
を
、
日
本
が
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
変
化

を
み
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
庫
平
銀
一
億
両
ノ
高
ヲ
超
過
セ
サ
ル
ベ
シ
」
と
し
た
背
景
は
、「
清
国
財
政
ノ
実
況
ヨ
リ
観
レ
ハ
媾

和
条
約
ノ
償
金
既
ニ
重
大
ノ
負
担
ナ
レ
ハ
補
償
金
亦
多
額
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ズ
本
項
定
メ
タ
ル
額
ニ
止
メ
ナ
バ
甚
シ
キ
悪
結
果
ヲ
来
サ
ザ
ル
ヲ

得
ン
（
（（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
下
関
条
約
で
二
億
両
の
軍
費
賠
償
金
の
支
払
い
が
決
ま
っ
て
い
る
清
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
先
ツ
露
独
仏
三
国
公
使
ト
談
判
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
月
五
日
に
日
本
が
三
国
に
回
答
し
た
内
容
は
、
返
還
条
件
に
つ
い
て

で
は
な
か
っ
た
。
清
に
条
件
を
の
ま
せ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
交
渉
方
法
に
対
す
る
保
証
を
口
頭
で
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
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一
、�

帝
国
政
府
ハ
若
シ
文
書
ヲ
取
換
ハ
ス
必
要
ア
リ
テ
之
ヲ
取
換
ハ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
相
互
政
府
ニ
於
テ
之
ヲ
秘
密
ニ
ス
ベ
シ
ト
ノ
意
見
ナ

リ

　
　

故
ニ
帝
国
政
府
ハ
三
国
政
府
ニ
於
テ
右
ニ
付
異
存
ア
ル
ヤ
否
承
知
シ
置
キ
タ
シ

二
、�
若
シ
帝
国
政
府
ニ
於
テ
三
国
政
府
ヨ
リ
提
出
セ
ラ
レ
タ
ル
問
題
ニ
対
シ
満
足
ナ
ル
回
答
ヲ
為
ス
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
清
国
ニ
対
シ
申
出
ベ

キ
提
議
ヲ
清
国
ヲ
シ
テ
承
諾
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
付
三
国
政
府
ヨ
リ
有
効
ノ
助
力
ヲ
望
ム
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ヤ

三
、
三
国
政
府
ハ
以
上
記
ス
ル
所
ノ
点
ニ
付
キ
書
面
ヲ
以
テ
約
束
ス
ル
コ
ト
ヲ
承
諾
セ
ラ
ル
ヽ
ヤ（（（
（

と
く
に
「
二
」
は
、
三
国
と
の
交
渉
内
容
を
清
に
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
清
に
対
す
る
三
国
の
影
響
力
を
確
か
め
る
内
容
で
あ
っ

た
。
日
本
は
、
還
付
報
償
金
を
請
求
す
る
返
還
条
件
を
提
示
す
る
前
に
、
三
国
を
介
し
た
清
と
の
交
渉
方
法
の
確
立
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
が
清
に
対
し
て
、
遼
東
半
島
に
関
す
る
交
渉
を
自
ら
持
ち
か
け
な
い
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
事

実
か
ら
も
分
か
る
。
こ
の
時
期
総
理
衙
門
は
、
還
付
報
償
金
を
支
払
う
こ
と
な
く
遼
東
半
島
を
受
領
す
る
た
め
に
三
国
に
支
援
を
求
め
（
（（
（

、
さ
ら

に
、
同
問
題
を
天
津
で
談
判
す
る
よ
う
、
李
鴻
章
と
王
文
韶
に
全
権
委
任
状
を
与
え
た（（（
（

。
し
か
し
、
陸
奥
外
相
の
臨
時
代
理
を
務
め
た
西
園
寺

公
望
は
、
新
任
の
駐
清
公
使
林
董
に
対
し
て
、
天
津
到
着
後
に
直
ち
に
北
京
に
赴
く
よ
う
命
じ
た（（（
（

。
し
か
も
、「
北
京
到
着
後
は
下
関
条
約
履

行
の
た
め
交
渉
す
る
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
、
遼
東
半
島
返
還
に
関
す
る
交
渉
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

い
っ
ぽ
う
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア
の
対
清
借
款
条
件
が
明
る
み
に
出
る
に
従
い
、
三
国
と
は
別
行
動
で
自
ら
希
望
す
る
返
還
条
件
や
交
渉
方

法
を
日
本
に
提
案
し
た
。
キ
ン
バ
レ
ー
外
相
（Earl of K

im
berley

）
と
駐
日
代
理
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
は
、
遼
東
半
島
返
還
の
報
酬
に
は
償
金

の
代
わ
り
に
、
下
関
条
約
の
う
ち
、
講
和
会
議
中
に
削
除
さ
れ
た
部
分
を
復
活
さ
せ
、
こ
れ
を
清
に
提
議
す
る
こ
と
を
返
還
条
件
と
し
て
提
案

し
た
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
梧
州
開
港
を
希
望
し
た（（（
（

。
ま
た
、
交
渉
方
法
と
し
て
は
、
日
清
双
方
に
よ
る
直
接
交
渉
を
希
望
し
た（（（
（

。
こ
う
し
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た
イ
ギ
リ
ス
の
提
案
は
、「
清
に
対
し
て
還
付
報
償
金
を
請
求
し
な
い
」
と
日
本
が
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
が
ロ
シ
ア
保
証
に
よ
る
借

款
を
断
る
と
考
え
ら
れ
て
行
わ
れ
た（（（
（

。
借
款
条
件
の
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
保
証
」
に
反
発
し
た
イ
ギ
リ
ス
は（（（
（

、
ロ
シ
ア
と
清
の
交
渉
を
阻
害
す
る

目
的
に
沿
っ
て
、
遼
東
半
島
の
返
還
方
法
を
確
定
す
る
こ
と
を
日
本
に
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
は
、
現

時
点
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
提
案
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
旨
を
、
ラ
ウ
ザ
ー
に
答
え
た（（（
（

。

　

続
け
て
、
キ
ン
バ
レ
ー
外
相
は
対
清
借
款
条
件
に
お
け
る
清
国
関
税
に
対
す
る
先
取
特
権
が
、
残
る
軍
費
賠
償
金
支
払
い
の
た
め
の
公
債
募

集
を
困
難
に
さ
せ
る
と
判
断
し
た（（（
（

。
そ
の
た
め
、
六
月
二
四
日
の
駐
英
公
使
加
藤
高
明
と
の
対
談
で
、「
清
国
カ
今
露
国
ノ
助
ヲ
以
テ
少
額
ノ

借
入
金
ヲ
為
ス
ニ
当
リ
評
判
ノ
如
ク
其
海
関
収
入
ヲ
抵
当
ト
シ
テ
差
入
ル
丶
ニ
於
テ
ハ
後
日
貴
国
政
府
ヘ
当
初
予
定
ノ
償
金
ヲ
支
払
フ
為
メ
外

国
市
場
ニ
於
テ
公
債
ヲ
募
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
輙
ク
之
ニ
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ（（（
（

」
と
の
理
由
で
、
下
関
条
約
で
定
め
ら
れ
た
全
軍
費
賠
償
金
の

支
払
い
を
終
え
る
ま
で
遼
東
半
島
を
占
領
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
同
じ
く
、
対
日
勧
告
に
参
加
し
て
い
な
が
ら
も
借
款
競
争
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
ド
イ
ツ
も
、
日
本
の
撤
退
前
に
す
べ
て
の
賠
償
金
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
、
日
本
に
希
望
し
た（（（
（

。
ロ
シ
ア
の
次
に
清
へ
の
融
資
を
考
え
る
立

場
か
ら
す
る
と
、
担
保
の
関
係
か
ら
、
日
本
が
直
ち
に
遼
東
半
島
を
返
還
す
る
よ
り
も
、
占
領
を
継
続
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
、「
三
国
干
渉
」
に
関
わ
っ
た
露
・
独
・
仏
・
英
は
、
戦
後
の
対
清
政
策
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
交
渉
方
法
や
返
還
条
件
に
関
心
を

寄
せ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
日
本
が
遼
東
半
島
の
返
還
を
表
明
し
、
そ
の
後
暫
ら
く
返
還
条
件
の
明
言
を
避
け
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

対
清
借
款
成
立
に
は
有
利
に
働
き
、
イ
ギ
リ
ス
が
企
図
し
た
列
強
数
カ
国
に
よ
る
国
際
借
款
団
の
形
成
に
は
不
利
に
働
い
た
。
す
な
わ
ち
、
対

清
政
策
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
と
な
っ
て
列
強
間
の
共
同
歩
調
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
返
還
条
件
の
提
示
と
そ
の
目
的

　

日
本
が
遼
東
半
島
返
還
条
件
の
提
示
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
三
国
が
再
び
日
本
に
対
し
て
返
還
条
件
の
提
示
を
求
め
た
後
で
あ
る
。
七
月
四

日
、
三
国
は
五
月
三
〇
日
の
主
張
と
同
様
に
還
付
報
償
金
額
と
撤
退
日
の
決
定
、
な
ら
び
に
、
清
と
台
湾
・
澎
湖
諸
島
間
の
海
峡
を
譲
ら
な
い

保
証
を
、
日
本
に
求
め
た（（（
（

。
こ
の
対
談
に
よ
っ
て
、
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
は
「
三
国
政
府
ハ
我
ニ
援
助
ヲ
与
フ
ヘ
キ
意
向
無
之
様
相
見
候
」

と
、
日
本
が
企
図
し
た
交
渉
方
法
が
三
国
か
ら
保
証
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
、「
質
問
ノ
点
ニ
関
シ
テ
ハ
明
カ
ニ
帝
国
政
府
ノ
意

向
ヲ
示
シ
其
他
ノ
点
ニ
付
テ
ハ
清
国
政
府
ト
ノ
直
接
談
判
ニ
譲
候
方
得
策
ト
存
候
（
（（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
国
と
清
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

条
件
の
開
示
に
踏
み
切
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
質
問
ノ
点
」
と
「
其
他
ノ
点
」
の
内
容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

返
還
条
件
か
ら
読
み
取
れ
る
日
本
側
の
目
的
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

は
じ
め
に
、「
質
問
ノ
点
」
に
関
す
る
答
え
と
し
て
、
日
本
は
還
付
報
償
金
額
や
、
撤
退
順
序
を
含
め
た
具
体
的
な
返
還
条
件
を
、
七
月
一

九
日
、
三
国
に
対
し
て
覚
書
で
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
も
、
同
内
容
を
個
別
に
イ
ギ
リ
ス
に
も
伝
え
た（（（
（

。
日
本
は
三
国
と
清
に
加
え
て
、
イ
ギ

リ
ス
を
相
手
に
返
還
方
法
の
確
定
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
条
件
を
略
記
す
る
。

第
一　

追
加
償
金
ノ
額
ヲ
庫
平
銀
五
千
万
両
ト
定
メ
タ
リ

第
二　

�

追
加
償
金
庫
平
銀
五
千
万
両
ヲ
払
ヒ
且
ツ
下
ノ
関
条
約
ニ
規
定
シ
タ
ル
軍
費
賠
償
金
第
一
回
ノ
払
込
ヲ
了
リ
タ
ル
時
ハ
其
占
領
軍

隊
ヲ
金
州
半
島
境
界
内
ニ
撤
回
ス
ヘ
シ
又
右
軍
費
賠
償
金
ノ
第
二
回
払
込
ヲ
了
リ
且
ツ
下
ノ
関
条
約
ヲ
以
テ
速
カ
ニ
締
結
ス
ル
コ

ト
ヲ
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
通
商
航
海
条
約
ノ
批
准
交
換
ヲ
了
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
全
然
奉
天
半
島
ノ
撤
兵
ヲ
為
ス
ヘ
シ

第
三　

�

帝
国
政
府
ハ
台
湾
海
峡
ヲ
以
テ
全
ク
各
国
公
共
ノ
航
路
ト
認
メ
随
テ
該
海
峡
ハ
独
リ
日
本
国
ノ
専
有
又
ハ
管
轄
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ニ

非
ラ
ス
ト
宣
言
ス
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帝
国
政
府
ハ
台
湾
及
澎
湖
島
ヲ
他
国
ニ
譲
与
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス（（（
（

と
く
に
、
本
稿
と
関
係
す
る
「
第
一
」、「
第
二
」
の
う
ち
、
ま
ず
、「
第
一
」
で
日
本
が
三
国
に
提
示
し
た
償
金
五
千
万
両
は
、
西
園
寺
外
相

臨
時
代
理
が
伊
藤
首
相
宛
書
翰
で
「
デ
ニ
ソ
ン
本
野
共
ニ
反
対
ニ
テ
実
際
ハ
何
程
少
額
迄
減
ス
ル
モ
掛
引
上
一
億
ト
ナ
ス
コ
ト
得
策
ナ
ラ
ン
、

一
億
ト
答
フ
ル
モ
五
千
万
ト
答
フ
ル
モ
三
国
ハ
同
様
彼
是
ト
云
ナ
ラ
ン（（（
（

」
と
伝
え
た
こ
と
か
ら
、
更
な
る
減
額
を
想
定
し
て
提
示
し
た
金
額
で

あ
っ
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

　

次
に
、「
第
二
」
の
撤
退
順
序
に
関
す
る
規
定
を
見
る
と
、
還
付
報
償
金
の
支
払
い
だ
け
で
な
く
、
下
関
条
約
が
規
定
し
た
軍
費
賠
償
金
の

第
一
回
・
二
回
の
分
割
支
払
い
や
、
日
清
通
商
航
海
条
約
の
締
結
を
先
に
済
ま
せ
る
制
約
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
遼
東
半
島
は

還
付
報
償
金
に
加
え
て
下
関
条
約
一
部
履
行
の
担
保
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
清
が
第
二
回
目
の
軍
費
賠
償
金
分
割
支
払
い
を
終
え
る
予
定
の
翌

一
八
九
六
年
五
月
ま
で
は
、
日
本
が
占
領
を
継
続
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
還
付
報
償
金
の
請
求
だ
け
で
な
く
下
関
条
約
履
行
を
条
件
に
組
み
入
れ
た
主
因
と
し
て
は
、
七
月
八
日
に
成
立
し
た
対
清
露

仏
共
同
借
款
に
よ
る
影
響
を
挙
げ
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
遼
東
半
島
返
還
を
求
め
た
三
カ
国
の
う
ち
の
二
カ
国
に
よ
る
借
款
供
与
は
、
軍
費

賠
償
金
総
額
で
は
な
く
そ
の
半
額
で
あ
る
一
億
両
に
相
当
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た（（（
（

。
そ
の
た
め
、
日
本
が
下
関
条
約
で
規
定
さ
れ
た
軍
費
賠
償

金
二
億
両
を
受
領
す
る
に
は
、
更
な
る
対
清
借
款
の
成
立
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
将
来
的
に
下
関
条
約
が
不
履
行
と
な
る
可
能
性
が
表

面
化
し
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
後
に
条
約
案
を
送
付
す
る
駐
清
林
公
使
宛
訓
令
で
西
園
寺
が
「
今
回
露
国
ノ
周
旋
ニ
テ
借
入
タ
ル
金
円
ヲ

〔
中
略
〕
帝
国
ヘ
支
払
フ
ベ
キ
報
償
金
ニ
充
テ
シ
メ
候
様
ニ
仕
掛
候
コ
ト
得
策
ト
認
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
清
国
政
府
ニ
向
テ
開
談
シ
テ
之
ヲ

整
理
完
結
ス
ル
コ
ト
ニ
廟
議
一
決
シ
（
（（
（

」
と
伝
え
た
よ
う
に
、
日
本
は
、
借
款
成
立
に
よ
っ
て
清
が
得
た
資
金
を
確
実
に
受
領
す
る
姿
勢
を
示
し

た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
は
列
強
に
対
し
て
次
の
借
款
を
促
す
条
件
で
も
あ
っ
た
。
先
に
成
立
し
た
対
清
露
仏
借
款
が
、
軍
費
賠
償
金
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総
額
を
供
給
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
事
情
や
、
意
図
的
に
三
国
や
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
条
件
を
伝
え
た
日
本
の
外
交
姿
勢
を
視
野
に
入
れ
て

駐
日
代
理
英
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
に
対
す
る
伊
藤
の
言
動
を
み
る
と
、
列
強
に
対
す
る
日
本
側
の
目
的
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
ウ
ザ
ー
は

次
の
よ
う
に
本
国
に
報
告
し
た
。

伊
藤
の
唯
一
の
目
的
は
、
下
関
条
約
の
条
件
が
正
確
に
履
行
さ
れ
る
た
め
に
実
態
あ
る
保
証
を
握
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に

保
証
は
何
も
存
在
し
な
い
〔
中
略
〕
伊
藤
は
、
清
は
威
海
衛
に
日
本
軍
が
い
る
こ
と
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
て
お
ら
ず
、
日
本
の
威
海
衛

か
ら
の
撤
退
の
可
能
性
は
、
賠
償
金
支
払
い
の
刺
激
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
言
っ
た
。
も
し
、
列
強
が
日
本
を
遼
東
半
島
か
ら
撤
退

さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
下
関
条
約
で
規
定
さ
れ
た
賠
償
金
を
清
が
支
払
う
よ
う
、
助
け
る
の
み
で
あ
る（（（
（

。

日
本
の
返
還
条
件
は
、
露
仏
借
款
に
よ
っ
て
清
が
支
払
い
う
る
金
額
以
上
の
要
求
を
含
ん
で
い
た
。
清
が
最
初
二
回
の
軍
費
賠
償
金
分
割
払
い

に
相
当
す
る
一
億
両
と
、
還
付
報
償
金
五
千
万
両
の
計
一
億
五
千
万
両
を
用
意
す
る
に
は
、
新
た
に
借
款
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伊
藤
は
、
遼
東
半
島
を
カ
ー
ド
に
、
清
へ
の
借
款
供
与
を
慫
慂
す
る
姿
勢
を
み
せ
た
。
つ
ま
り
、
還
付
報
償
金
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、
軍
費
賠

償
金
の
半
額
受
領
や
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結
と
い
っ
た
下
関
条
約
の
一
部
履
行
を
抱
き
合
わ
せ
た
撤
退
順
序
を
設
け
る
こ
と
で
、
三
国
に
限

定
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
対
清
借
款
供
与
へ
の
協
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
返
還
条
件
は
清
の
国
内
状
況
に
も
左
右
さ
れ
て
い
た
。
日
本
が
軍
費
賠
償
金
二
億
両
の
全
額
で
は
な
く
、
半
額
の
一
億
両
受
領
の
後

に
遼
東
半
島
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
決
め
た
背
景
に
つ
い
て
、
陸
奥
宗
光
は
駐
露
公
使
西
徳
二
郎
に
宛
て
た
書
翰
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

熟
々
清
国
今
後
之
事
情
ヲ
察
ス
ル
ニ
該
政
府
ハ
兎
角
モ
今
日
丈
ケ
ノ
「
ス
タ
ビ
リ
チ
ー
」
ニ
テ
モ
永
続
ス
ベ
キ
ヤ
例
ヘ
ハ
馬
関
条
約
之
償

金
年
限
迄
永
続
シ
居
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
甚
タ
疑
ハ
シ
キ
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
若
一
事
ニ
償
金
額
ヲ
受
取
ル
ベ
キ
見
込
ア
レ
ハ
我
国
ニ
於
テ
多
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少
之
損
失
ア
ル
モ
大
概
ニ
シ
テ
見
切
リ
度
馬
関
条
約
ニ
三
ヵ
年
中
ニ
全
額
ヲ
払
ヘ
ハ
総
テ
ノ
利
息
ヲ
課
セ
ズ
ト
云
ヒ
タ
ル
モ
亦
今
般
遼
東

半
島
之
守
備
兵
撤
回
之
事
モ
総
償
金
額
之
半
分
以
上
ヲ
一
時
払
フ
ナ
ラ
バ
直
チ
ニ
撤
回
ス
ベ
シ
ト
云
ヒ
タ
ル
モ
前
述
主
意
ニ
外
ナ
ラ
ズ
候（（（
（

日
本
の
交
渉
相
手
で
あ
る
清
朝
政
府
は
、
政
治
・
経
済
的
に
脆
弱
な
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
下
関
条
約
の
履
行
が
戦
後
の
日
本
の
課
題

で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
た
め
に
は
、
崩
壊
寸
前
の
清
を
維
持
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
「
質
問
ノ
点
」
に
対
す
る
返
答
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
其
他
ノ
点
」
は
、
返
還
後
の
遼
東
半
島
の
不
割
譲
要
求
や
、
新

規
開
港
・
立
寄
港
の
増
加
と
い
っ
た
通
商
条
件
を
指
し
た
。

　

四
カ
国
に
伝
え
た
返
答
内
容
に
「
其
他
ノ
点
」
を
加
え
た
対
清
提
示
条
件
、
す
な
わ
ち
、
全
権
委
任
状
を
付
与
さ
れ
た
李
鴻
章
と
の
直
接
交

渉
の
た
め
に
用
意
し
た
遼
東
半
島
返
還
条
件
は
、
七
月
二
三
日
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た（（（
（

。
四
カ
国
に
伝
え
た
内
容
と
清
に
対
し
て
用
意
し
た
遼

東
半
島
返
還
条
件
と
の
相
違
に
関
す
る
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
当
時
の
日
本
が
賠
償
金
の
受
領
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
返
還
条
件
に
通
商
条
件
を
包
含
し
た
日
本
側
意
図
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　

条
約
案
に
よ
れ
ば
、
大
連
は
結
氷
し
な
い
こ
と
か
ら
遼
東
半
島
で
す
で
に
開
港
し
て
い
た
牛
荘
を
凌
駕
し
て
輸
出
入
の
中
心
港
に
な
る
と
い

う
展
望
に
よ
り
、
ま
た
、
清
韓
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
安
東
県
沙
河
鎮
は
商
権
拡
張
と
政
略
上
の
理
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
通
商
条
件
の
中
で

開
港
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
安
東
県
趙
氏
溝
は
貨
物
を
小
型
船
舶
に
積
み
替
え
て
沙
河
鎮
ま
で
運
ぶ
上
で
の
交
通
の
要
所
と
し
て
、
寧
海

は
冬
期
に
北
京
に
往
復
す
る
上
で
の
利
便
性
が
注
目
さ
れ
、
立
寄
港
と
し
て
要
求
さ
れ
た（（（
（

。
た
だ
し
、
大
連
開
港
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
が
駐
日

代
理
英
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
に
対
し
て
ロ
シ
ア
が
同
意
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
旨
を
語
っ
た
こ
と
か
ら（（（
（

、
ロ
シ
ア
の
反
発
を
想
定
し
て
清
に
提
示
す

る
条
件
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
開
港
は
還
付
報
償
金
額
同
様
に
、
更
な
る
修
正
を
前
提
と
し
て
い
た
と
言
え
よ

う
。

　

こ
の
開
港
と
還
付
報
償
金
額
は
、
列
強
に
よ
る
対
清
借
款
供
与
と
関
係
す
る
。
海
関
税
の
一
部
が
担
保
と
さ
れ
た
露
仏
借
款
成
立
後
、
イ
ギ
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リ
ス
で
は
商
務
省
が
外
務
省
に
対
し
て
、
最
恵
国
待
遇
条
項
に
よ
っ
て
自
ら
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結
交
渉
に
注
目
す

る
よ
う
意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
以
後
の
借
款
の
担
保
と
の
関
係
か
ら
、
遼
東
半
島
返
還
交
渉
で
の
償
金
の
増
加
が
清
に
よ
る
関
税
率
の
引

き
上
げ
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
、
憂
慮
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
借
款
を
介
し
て
、
償
金
額
の
総
計
に
か
か
わ

る
遼
東
半
島
返
還
交
渉
と
、
担
保
と
な
る
財
源
に
か
か
わ
る
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結
交
渉
を
、
一
連
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を

理
解
で
き
る
。
逆
に
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
、
償
金
の
受
領
を
確
実
に
保
証
す
る
に
は
、
清
に
対
し
て
そ
の
金
額
を
請
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
同

時
に
、
列
強
に
よ
る
借
款
成
立
を
可
能
に
す
る
通
商
条
件
を
清
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

日
本
は
三
国
を
介
し
た
清
と
の
交
渉
方
法
の
確
立
後
に
条
件
を
提
示
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
三
国
か
ら
そ
の
合
意
を
得
ら
れ
ず
、
先

に
条
件
を
提
示
し
て
、
す
で
に
全
権
委
任
状
を
付
与
さ
れ
た
天
津
の
李
鴻
章
と
直
に
交
渉
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
条
件
は
、
対
清
露
仏
借
款

が
軍
費
賠
償
金
を
部
分
的
に
し
か
補
わ
な
か
っ
た
新
た
な
状
況
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
下
関
条
約
履
行
に
対
す
る
拘
束
力
強
化
に
も
主
眼
が

置
か
れ
た
。
日
本
は
遼
東
半
島
の
返
還
を
介
し
て
、
還
付
報
償
金
を
獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
列
強
か
ら
借
款
供
与
へ
の
協
力
を
引
き
出
し

て
、
清
の
下
関
条
約
履
行
を
確
実
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
李
鴻
章
の
政
治
的
立
場
の
変
化
と
日
本
の
方
針
転
換

　

だ
が
、
下
関
条
約
履
行
の
一
環
と
し
て
、
遼
東
半
島
の
返
還
を
実
行
に
移
そ
う
と
し
た
日
本
の
意
図
は
、
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
と
い
う
清

国
内
の
政
治
状
況
の
変
化
を
転
機
に
、
再
び
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
の
背
景
と
し
て
、
ま
ず
は
、
日
清
戦
争
期
の
清
の
外
交
機

構
の
特
質
と
日
本
外
交
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　

清
末
の
外
交
事
務
は
、
中
央
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
方
大
官
に
大
き
な
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
外
交
は
多
元
的
に

展
開
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
交
渉
権
を
有
す
る
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
の
李
鴻
章
と
総
理
衙
門
が
並
在
し
、
分
権
状
態
で
あ
る
清
国
内
の
官
制
組
織
の
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在
り
方
は
、
当
然
、
日
本
の
対
清
姿
勢
に
も
影
響
し
た
。
そ
れ
は
特
に
下
関
講
和
会
議
前
、
李
鴻
章
が
総
理
衙
門
に
よ
っ
て
全
権
委
任
使
節
と

し
て
任
命
さ
れ
る
具
体
的
手
順
を
踏
む
こ
と
を
、
伊
藤
が
希
望
し
た
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る（（（
（

。
日
本
は
、
李
鴻
章
ま
た
は
総
理
衙
門
の
ど
ち
ら

か
片
方
で
は
な
く
、
両
方
を
通
す
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

戦
争
を
辺
境
政
策
と
み
な
す
清
に
対
し
て
、
戦
争
が
国
家
間
関
係
で
あ
る
こ
と
を
日
本
が
全
面
的
に
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が（（（
（

、
総
理
衙
門
を
通
す
必
要
性
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
る
。
た
と
え
ば
開
戦
過
程
で
は
、
日
本
は
李
鴻
章
と

通
じ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
仲
裁
を
拒
絶
す
る
一
方
で
、
総
理
衙
門
と
通
じ
た
イ
ギ
リ
ス
の
仲
裁
に
は
応
じ
る
姿
勢
を
み
せ
た（（（
（

。
総
理
衙
門
を
通
す

こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
清
の
対
日
姿
勢
に
、
私
的
で
も
地
方
代
表
と
し
て
で
も
な
く
、
国
家
的
承
認
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
日
清
双
方
の
公
使
が
不
在
で
あ
っ
た
戦
時
中
、
清
と
の
交
渉
に
お
い
て
日
本
が
仲
介
役
を
置
い
た
こ
と
も
、
国
家
間
関
係
を
全
面
的

に
出
そ
う
と
し
た
日
本
の
対
清
姿
勢
の
一
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
時
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
仲
介
役
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総

理
衙
門
に
通
じ
た
対
清
交
渉
ル
ー
ト
を
設
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
李
鴻
章
は
、
天
津
海
関
税
務
司
グ
ス
タ
フ
・
デ
ト
リ
ン
グ
（Gustaf 

D
etring

）
を
伊
藤
首
相
の
も
と
へ
派
遣
す
る
こ
と
で
、
講
和
に
対
す
る
日
本
政
府
の
意
向
を
確
認
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
自
ら
の
交
渉
権
を

行
使
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
側
、
と
り
わ
け
陸
奥
外
相
は
、
到
着
し
た
デ
ト
リ
ン
グ
を
清
の
正
式
な
使
者
と
し
て
認
め

ず
（
（（
（

、
ア
メ
リ
カ
を
介
し
て
総
理
衙
門
に
通
じ
る
ル
ー
ト
を
維
持
し
た（（（
（

。
従
来
清
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
が
ど
の
発
言
を
正
式
な
見
解
と
み
な
す

の
か
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
が
生
じ
て
い
た
が
、
仲
介
役
の
存
在
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
い
だ
と
言
え
る
。
総
理
衙
門
に
通
じ

た
仲
介
役
の
存
在
は
、
分
権
状
態
の
清
を
「
国
家
」
に
集
約
し
、
対
日
姿
勢
を
統
一
的
見
解
へ
と
明
確
に
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
戦
争
遂
行
の
論
理
上
、
総
理
衙
門
に
通
じ
る
こ
と
で
国
家
間
関
係
の
体
裁
を
整
え
た
。
だ
が
、
実
際
に
清
を
説
得
す

る
た
め
に
は
、
事
実
上
地
方
大
官
に
権
限
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
官
制
組
織
の
特
性
を
活
か
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
清
国
内
で
実
権
を
握
る
李
鴻
章
の
存
在
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
デ
ト
リ
ン
グ
来
日
の
際
に
伊
藤
は
「
今
若
シ
李
鴻
章
斃
ル
レ
バ
一
人
モ
政
府
ヲ
維
持
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
瓦
解
旦
夕
ニ

迫
マ
リ（（（
（

」
と
陸
奥
に
伝
え
、
清
国
内
に
お
け
る
李
鴻
章
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
下
関
講
和
会
議
前
に
伊
藤
が
全
権
委
任
使
節
と
し
て

李
鴻
章
を
挙
げ
た
根
拠
は
、「
何
と
な
れ
ば
総
て
彼
此
談
判
の
結
果
は
単
に
紙
上
の
空
文
に
止
ま
ら
ず
、
必
ず
こ
れ
を
実
行
し
得
る
有
力
者
を

要
す
れ
ば
な
り（（（
（

」
と
、
交
渉
内
容
の
履
行
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
日
本
と
異
な
る
官
制
組
織
を
有
す
る
清
と
の
交
渉
内
容
を

保
証
す
る
に
は
、
交
渉
相
手
が
清
国
内
で
影
響
力
を
持
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
を
第
一
条
件
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
争
を
辺
境
の
騒
擾

と
み
な
す
清
の
姿
勢
を
理
解
し
た
日
本
か
ら
す
れ
ば
、
李
鴻
章
が
統
轄
す
る
地
域
で
生
じ
た
問
題
を
処
理
す
る
に
は
、
彼
は
交
渉
相
手
に
適
う

存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
戦
後
も
伊
藤
は
「
彼
自
身
〔
引
用
者
註:

李
鴻
章
〕
の
権
限
を
行
使
で
き
な
い
も
の
の
、
彼
の
権
限
な
く
し
て
清
か
ら
何
も
得
ら

れ
な
い（（（
（

」
と
駐
日
代
理
英
公
使
ラ
ウ
ザ
ー
に
語
っ
た
。
遼
東
半
島
を
返
還
す
る
こ
と
で
清
か
ら
利
益
を
引
き
出
す
た
め
に
、
交
渉
相
手
で
あ
る

李
鴻
章
の
政
治
的
立
場
を
引
き
続
き
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
日
本
は
遼
東
半
島
返
還
条
件
の
一
つ
に
日
清
通
商
航
海
条
約
の
締
結
を
含
め
た
た
め
、
返
還
条
件
を
明
言
し
た
同
時
期
、
そ
の
談
判

に
も
着
手
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
七
月
三
一
日
に
李
鴻
章
の
幕
下
で
あ
る
伍
廷
芳
が
天
津
在
勤
荒
川
巳
次
領
事
の
も
と
を
訪
れ
、
新
た
に

締
結
す
る
日
清
通
商
航
海
条
約
の
交
渉
場
所
と
し
て
、
北
京
が
駐
清
林
公
使
の
提
案
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「
李
鴻
章
は
林
と
の
交
渉
内
容
を
翁
同
龢
や
李
鴻
藻
に
対
し
て
示
し
、
責
任
を
分
担
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
対

談
か
ら
、
荒
川
は
「
愚
考
ニ
依
レ
ハ
彼
李
伯
ハ
目
下
ノ
地
位
甚
ダ
面
白
カ
ラ
ス
再
ヒ
ソ
ノ
権
力
ヲ
挽
回
ス
ル
ハ
容
易
ナ
ラ
サ
ル（（（
（

」
と
西
園
寺
外

相
臨
時
代
理
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
八
月
七
日
に
は
駐
清
林
公
使
が
、
翁
同
龢
と
李
鴻
藻
が
総
理
衙
門
に
出
仕
し
、
李
鴻
章
と
親
密
で
あ
る
徐

用
儀
が
更
迭
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
、
李
鴻
章
の
権
力
失
墜
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（（（
（

。

　

日
清
戦
後
に
行
わ
れ
た
清
国
内
の
人
事
異
動
は
、
当
然
、
遼
東
半
島
返
還
方
法
の
確
定
を
目
指
す
日
本
に
も
影
響
を
与
え
た
。
総
理
衙
門
か

ら
全
権
を
付
与
さ
れ
た
李
鴻
章
と
の
交
渉
は
、
三
国
の
回
答
を
待
た
ず
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た（（（
（

。
し
か
し
、
八
月
二
二
日
の
駐
清
林
公
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使
宛
訓
令
で
、
西
園
寺
は
条
約
案
を
送
付
す
る
と
と
も
に
「
本
件
開
談
之
義
ハ
更
ニ
可
及
電
訓
候
間
其
マ
デ
御
見
合
相
成
度
候
也
（
（（
（

」
と
、
清
に

対
し
て
遼
東
半
島
返
還
に
関
す
る
談
判
開
始
を
留
保
す
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

全
権
を
付
与
さ
れ
、
交
渉
の
た
め
に
天
津
で
林
を
待
っ
て
い
た
李
鴻
章
は
、
八
月
二
四
日
に
北
京
へ
と
赴
い
た（（（
（

。
そ
の
後
、
職
分
が
有
名
無

実
で
あ
る
留
京
入
閣
を
命
じ
ら
れ
、
新
た
な
直
隷
総
督
に
は
、
そ
れ
ま
で
代
理
を
務
め
て
い
た
王
文
韶
が
着
任
し
た（（（
（

。
八
月
三
一
日
の
対
談
で

伊
藤
が
話
し
た
清
の
状
況
を
、
駐
日
英
公
使
サ
ト
ウ
（Sir Ernest M

ason Satow

）
は
次
の
よ
う
に
本
国
に
報
告
し
た
。

伊
藤
は
、
李
鴻
章
が
直
隷
総
督
か
ら
解
任
さ
れ
た
こ
と
が
事
態
を
酷
く
複
雑
に
し
た
、
と
考
え
た
。
清
に
は
内
閣
に
相
当
す
る
も
の
が
な

く
、
李
鴻
章
が
北
京
に
留
ま
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
が
影
響
力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
い
、
と
伊
藤
は
考
え
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
彼
が
総
督
で
は
な
く
な
っ
た
と
き
か
ら
、
彼
は
以
前
持
っ
て
い
た
す
べ
て
の
重
要
性
を
失
っ
た（（（
（

。

清
国
内
で
李
鴻
章
が
政
治
的
影
響
力
を
低
下
さ
せ
た
事
実
と
、
当
時
の
日
本
が
こ
れ
を
ど
う
と
ら
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る

が
、
人
事
異
動
に
よ
っ
て
伊
藤
が
感
じ
取
っ
た
李
鴻
章
の
影
響
力
低
下
は
、
日
本
に
と
っ
て
決
し
て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
後
に
サ

ト
ウ
は
「
李
鴻
章
は
言
っ
た
。
彼
が
下
関
条
約
を
調
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
に
多
く
を
引
き
渡
し
た
こ
と
を
、
彼
の
同
胞
は
二
度
と
許
さ

な
い
で
あ
ろ
う
、
と
。
そ
の
た
め
、
李
鴻
章
は
問
題
に
つ
い
て
影
響
力
を
行
使
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
日
本
は
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
何
も

得
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
伊
藤
に
確
信
さ
せ
た（（（
（

。」
と
本
国
に
伝
え
て
い
る
。
交
渉
役
で
あ
る
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
は
、
同
時
に
、
日
本
が

清
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
減
少
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
清
と
の
直
接
交
渉
の
開
始
を
差
し
控
え
た
姿
勢
と
は
別
に
、
日
本
は
三
国
と
の
意
見
交
換
を
す
す
め
た
。
そ
こ
か
ら
、
日
本
の

返
還
条
件
に
対
す
る
三
国
の
三
者
三
様
の
反
応
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
青
木
周
蔵
駐
独
公
使
は
個
人
的
に
、「
ド
イ
ツ
外
相
は
我
々
の
要
求
が

妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
で
し
ょ
う（（（
（

」
と
の
日
本
寄
り
の
見
解
を
伝
え
た
。
曾
禰
荒
助
駐
仏
公
使
は
「
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
完
全
に
満
足
し
て
い
る
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よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん（（（
（

」
と
伝
え
た
。
ロ
シ
ア
の
ロ
バ
ノ
フ
外
相
は
、
日
清
通
商
条
約
締
結
と
賠
償
金
の
支
払
い
を
以
っ
て
遼
東
半
島
か
ら
撤

退
す
る
、
と
い
う
条
件
に
反
対
し
、
ま
た
、「
今
般
提
議
ノ
金
額
ハ
甚
タ
過
大
ナ
リ
ト
言
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス（（（
（

」
と
、
条
件
に
対
す
る
具
体
的
見

解
を
表
明
し
た
。
こ
の
反
応
に
つ
い
て
、
西
園
寺
は
陸
奥
宛
の
書
翰
で
「
彼
の
不
満
足
ハ
金
高
と
条
約
を
加
た
る
と
の
点
ニ
在
リ
テ
是
を
口
実

と
し
て
撤
兵
を
延
引
す
る
を
恐
る
ゝ
が
如
し
（
（（
（

」
と
伝
え
た
。
ロ
シ
ア
は
早
期
撤
退
を
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る（（（
（

。
そ
こ
で
、
八
月
五
日
、
西
園

寺
外
相
臨
時
代
理
は
駐
露
西
公
使
に
対
し
て
電
報
で
「
遼
東
半
島
問
題
の
早
期
解
決
に
は
三
国
と
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
旨
を
伝
え
る
よ
う

に
（
（（
（

」
と
指
示
し
、
ロ
シ
ア
を
介
し
て
三
国
の
返
答
を
催
促
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
条
件
に
対
す
る
三
国
の
反
応
は
異
な
っ
た
が
、
そ
の
結
束
は
固
か
っ
た（（（
（

。
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
は
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、

ま
ず
、
通
商
条
約
締
結
の
条
件
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
に
、
続
い
て
、
還
付
報
償
金
額
を
三
千
万
両
に
削
減
さ
せ
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
還
付
報

償
金
支
払
い
と
、
最
初
二
回
の
軍
費
賠
償
金
支
払
い
後
に
遼
東
半
島
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
条
件
に
つ
い
て
は
、
還
付
報
償
金
支
払

い
後
に
遼
東
半
島
か
ら
撤
兵
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
ロ
シ
ア
の
意
向
に
日
本
が
同
意
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
も
反
対
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た（（（
（

。

合
意
が
成
立
し
た
後
、
三
国
は
総
理
衙
門
に
対
し
て
三
千
万
両
の
還
付
報
償
金
を
支
払
う
こ
と
を
勧
め
た（（（
（

。

　

そ
し
て
、
九
月
一
一
日
、
三
公
使
は
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
に
対
し
て
覚
書
で
返
還
条
件
を
伝
え
た
。
具
体
的
に
は
、
日
本
が
要
求
す
る
還

付
報
償
金
額
を
「
三
千
万
両
ヲ
超
過
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
た
。
ま
た
、
撤
退
方
法
に
つ
い
て
は
、
軍
費
賠
償
金
の
支
払
い
や
日
清
通
商
航
海
条

約
締
結
か
ら
切
り
離
し
て
、「
三
千
万
両
ノ
支
払
後
直
チ
ニ
撤
兵
ヲ
実
行
シ
得
ル
様
早
日
ヲ
以
テ
該
撤
兵
ノ
期
限
ヲ
確
定
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希

望
ス
（
（（
（

」
と
し
た
。
つ
ま
り
、
撤
退
順
序
を
変
え
る
こ
と
で
、
遼
東
半
島
返
還
に
よ
っ
て
日
本
が
得
る
利
益
を
三
千
万
両
に
限
定
す
る
こ
と
を
希

望
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
日
本
は
こ
の
返
還
条
件
に
対
し
て
即
答
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
更
な
る
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
対

談
で
西
園
寺
は
、
下
関
条
約
で
定
め
ら
れ
た
軍
費
賠
償
金
の
他
に
、
三
千
万
両
を
支
払
う
準
備
が
清
国
政
府
に
あ
る
の
か
た
ず
ね
た
。
こ
れ
に

対
し
て
駐
日
露
公
使
ヒ
ト
ロ
ヴ
ォ
（M

ikhail A
. H

itrovo

）
は
、「
清
国
政
府
ハ
下
ノ
関
条
約
償
金
ノ
外
ニ
右
三
千
万
両
ヲ
支
払
フ
ヘ
キ
用
意
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相
調
ヒ
居
候
（
（（
（

」
と
答
え
、
本
国
政
府
に
問
い
合
わ
せ
た
上
で
改
め
て
回
答
す
る
こ
と
を
約
束
し
た（（（
（

。
下
関
条
約
不
履
行
に
対
す
る
懸
念
が
払
拭

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
日
本
は
三
国
の
提
案
に
応
じ
る
姿
勢
を
示
唆
す
る
代
わ
り
に
、
下
関
条
約
お
よ
び
三
国
が
提
案
し
た
返
還
条
件

の
履
行
に
対
す
る
確
証
を
、
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
一
二
日
の
閣
議
で
、
日
本
は
三
国
の
回
答
受
諾
を
決
定
し
た（（（
（

。
そ
の
後
、
西
園
寺
は
駐
清
林
公
使
に
対
し
て
、
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結

交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
訓
令
を
送
っ
た（（（
（

。
遼
東
半
島
の
返
還
は
、
下
関
条
約
の
履
行
過
程
か
ら
独
立
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

清
と
の
談
判
開
始
前
に
三
国
の
提
案
に
応
じ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
九
月
一
六
日
に
西
園
寺
外
相
臨
時
代

理
は
駐
清
林
公
使
に
宛
て
た
電
報
で
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

万
一
モ
貴
見
ノ
如
ク
清
国
三
国
ノ
干
渉
ヲ
拒
ム
ト
ス
ル
モ
単
ニ
我
ニ
支
払
ヘ
キ
三
千
万
テ
ー
ル
ヲ
拒
ム
ノ
理
ニ
シ
テ
我
カ
為
メ
ニ
ハ
不
利

益
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
既
ニ
露
仏
ヨ
リ
軍
資
賠
償
金
ヲ
借
入
ル
丶
ノ
約
ヲ
為
シ
タ
ル
以
上
一
切
ノ
干
渉
ヲ
併
テ
拒
ム
コ
ト
能
ハ
ス
ト
信
ス
清
国

ハ
恐
ラ
ク
三
国
ノ
干
渉
ヲ
避
ケ
我
ニ
泣
付
キ
テ
遼
東
ヲ
無
代
価
ニ
テ
取
リ
還
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
底
意
ニ
ア
ラ
サ
ル
乎
然
ラ
ハ
此
事
ニ
付
清
国

ヲ
援
助
ス
ル
モ
帰
ス
ル
所
我
ノ
不
利
ノ
ミ
ナ
ラ
ン（（（
（

対
清
借
款
を
成
立
さ
せ
た
露
仏
を
含
む
三
国
の
意
向
に
沿
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
清
に
対
し
て
三
千
万
両
の
支
払
い
を
説
得
さ
せ
る
こ
と
に
結

び
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
返
還
で
利
を
得
る
た
め
に
、
交
渉
相
手
で
あ
る
李
鴻
章
の
清
国
内
に
お
け
る
政
治
的
影
響
力
の
低
下
を
、
清

に
対
す
る
三
国
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
日
本
が
還
付
報
償
金
の
減
額
に
応
じ
る
こ
と
は
、
単
に
三

国
の
干
渉
に
屈
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
清
に
よ
る
支
払
い
を
保
証
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
日
本
は
、
総
理
衙
門
か
ら
全
権
委
任
使
節
と
し
て
選
ば
れ
た
李
鴻
章
と
直
に
交
渉
す
る
こ
と
で
、
遼
東
半
島
を
交
渉
材
料
と
し
て
還
付
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報
償
金
を
獲
得
し
、
か
つ
、
下
関
条
約
の
空
文
化
を
防
ぐ
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、
李
鴻
章
の
政
治
的
影
響
力
の
低
下
に

よ
っ
て
清
か
ら
何
も
得
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
交
渉
開
始
を
延
期
し
、
い
っ
ぽ
う
で
三
国
と
の
意
見
交
換
を
進
め
た
。
清
国
内
の
人
事
異
動
に

伴
い
、
日
本
は
三
国
を
介
し
て
清
か
ら
還
付
報
償
金
だ
け
を
引
き
出
す
方
針
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
る
。

五
、 
三
国
と
の
合
意
に
よ
る
還
付
報
償
金
の
獲
得

　

で
は
、
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
に
伴
っ
て
日
本
が
交
渉
方
法
と
条
件
を
変
更
し
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
な
ら
び
に
、
そ
の
後
の
下
関
条
約

履
行
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

下
関
条
約
の
履
行
か
ら
独
立
し
て
遼
東
半
島
の
返
還
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
後
、
日
清
双
方
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
活
動
は
活
発

化
し
た
。
駐
清
英
公
使
オ
コ
ナ
ー
は
李
鴻
章
と
の
対
談
で
、
他
の
列
強
の
調
停
抜
き
で
還
付
報
償
金
に
つ
い
て
日
清
が
直
接
合
意
に
達
す
べ
き

で
あ
る
と
強
く
勧
告
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
李
鴻
章
自
身
も
、
直
接
交
渉
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
姿
勢
を
示
し
、
同
様
の
勧
告
を
総
理
衙

門
に
も
行
う
よ
う
オ
コ
ナ
ー
に
希
望
し
た（（（
（

。
加
え
て
、
同
対
談
で
は
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結
交
渉
に
話
が
及
び
、
開
港
に
よ
っ
て
財
源
を
増

や
す
よ
う
伝
え
た
オ
コ
ナ
ー
に
対
し
て
、
李
鴻
章
は
梧
州
開
港
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た（（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
れ
ば
、
李
鴻
章
の
姿
勢
は
概

ね
好
意
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
駐
日
英
公
使
サ
ト
ウ
は
、
も
し
、
日
本
が
三
国
の
返
還
条
件
を
受
諾
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
が
希
望
す
る
梧
州
開
港
を
叶
え
ら
れ
な
い
と

判
断
し
た
。
そ
こ
で
、
三
国
へ
の
返
答
と
し
て
「
償
金
の
減
額
を
受
諾
す
る
代
わ
り
に
通
商
的
便
宜
を
求
め
、
日
本
は
清
と
直
接
交
渉
を
お
こ

な
う
」
と
い
う
内
容
を
伊
藤
に
提
案
し
た（（（
（

。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
清
の
財
源
増
加
の
一
助
と
な
る
梧
州
開
港
を
日
清
通
商
航
海
条
約
締
結
交

渉
で
実
現
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
日
清
間
の
遼
東
半
島
返
還
交
渉
が
進
む
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
伊
藤
は
イ
ギ
リ
ス
の
提
案
を
考
慮
に
入
れ
な
い
姿
勢
を
示
し
た（（（
（

。
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こ
の
よ
う
に
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
の
提
案
に
否
定
的
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、
サ
ト
ウ
自
身
、「〔
引
用
者
註:

清
と
の
〕
直
接
交
渉
で

は
償
金
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
日
本
政
府
は
三
国
政
府
を
介
し
て
動
い
て
い
る（（（
（

」
と
、
本
国
政
府
に
伝
え
た
。
た
と
え
李
鴻
章
が
イ
ギ
リ
ス
に

好
意
的
な
姿
勢
を
み
せ
て
も
、
現
段
階
で
遼
東
半
島
の
領
有
権
を
有
す
る
日
本
は
、
早
期
返
還
を
希
望
し
て
、
な
お
且
資
金
援
助
を
行
っ
た
二

か
国
を
含
む
三
国
を
調
停
役
に
選
択
し
た
。
そ
の
た
め
、
遼
東
半
島
の
返
還
は
イ
ギ
リ
ス
の
利
害
と
は
関
係
な
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
的

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
が
返
還
条
件
に
応
じ
る
旨
三
国
に
正
式
に
回
答
し
た
の
は
、
三
国
が
還
付
報
償
金
だ
け
で
な
く
下
関
条
約
履
行
に
対
す
る
保

証
を
表
明
し
た
後
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
五
日
、
駐
日
ロ
シ
ア
公
使
ヒ
ト
ロ
ヴ
ォ
は
、
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
に
、「
三
国
ニ
於
テ
ハ
下
ノ
関
条

約
ニ
与
ラ
ス
且
之
ニ
対
シ
修
正
ヲ
加
フ
ヘ
キ
職
分
ヲ
有
セ
サ
レ
ハ
該
条
約
ニ
関
係
ナ
キ
地
位
ヲ
守
ル
ト
雖
ト
モ
三
国
ハ
清
国
ヲ
シ
テ
其
ノ
約
ヲ

履
行
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ
同
国
ニ
対
シ
是
迄
ノ
通
リ
其
ノ
斡
旋
ノ
労
ヲ
執
ル
ヘ
キ
意
向
ナ
リ（（（
（

」
と
伝
え
、
七
日
に
は
三
公
使
揃
っ
て
同
じ
意
向
を

西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
に
伝
え
た（（（
（

。
還
付
報
償
金
以
外
の
残
る
軍
費
賠
償
金
の
支
払
い
や
、
日
清
通
商
航
海
条
約
の
締
結
を
含
ん
だ
す
べ
て
の

下
関
条
約
の
履
行
に
関
す
る
三
国
側
の
「
斡
旋
ノ
労
」
が
実
質
的
に
ど
う
影
響
し
た
の
か
は
、
今
後
、
具
体
的
な
検
証
を
要
す
る
。
と
は
言

え
、
日
本
は
返
還
条
件
だ
け
で
な
く
下
関
条
約
履
行
に
対
す
る
協
力
の
意
向
を
三
国
か
ら
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
同
七
日
、
西
園
寺
外
相
臨

時
代
理
は
外
務
省
で
、
以
下
の
回
答
を
三
公
使
に
手
交
し
た
。

第
一
、
報
償
金
額
ヲ
三
千
万
両
ニ
減
シ
第
二
、
通
商
航
海
条
約
ノ
締
結
ヲ
以
テ
前
記
半
島
撤
兵
ノ
一
条
件
ト
為
サ
ス
且
清
国
ヨ
リ
前
記
償

金
ノ
全
額
三
千
万
両
ヲ
支
払
ヒ
タ
ル
日
ヨ
リ
三
ケ
月
以
内
ニ
該
撤
兵
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
ニ
決
シ
タ
リ（（（
（

こ
う
し
て
日
本
と
三
国
は
、
遼
東
半
島
返
還
条
件
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
こ
ま
で
見
る
限
り
、
三
国
は
必
ず
し
も
利
害
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
主
に
日
本
と
話
を
つ
け
る
ロ
シ
ア
に
独
・
仏
が
追
随
す
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る
こ
と
で
、
日
本
の
前
で
共
同
歩
調
の
体
裁
を
保
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
三
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
交
え
ず
、
あ
く
ま
で
三
国
で
遼
東
半
島

の
返
還
を
決
着
さ
せ
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
く
に
サ
ト
ウ
は
伊
藤
に
対
し
、「
日
本
に
対
す
る
債
務
に
関
す
る
限
り
、
少
な
く
と
も
三
国
は
清
に
対
す
る
一
種
の
保
護
国
を
占
め
、
三

国
の
干
渉
は
増
長
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
と
、
三
国
の
立
場
を
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、「
た
と
え
賠
償
金
の
割
り
当
て
を
犠
牲

に
し
て
で
も
、
清
と
直
接
対
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
国
の
干
渉
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
の
か
」
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
面
子
を
取
り

戻
そ
う
と
す
る
提
案
を
し
た
。
し
か
し
、
伊
藤
は
こ
れ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
旨
を
答
え
た
。
続
い
て
、
サ
ト
ウ
は
伊
藤
と
の
会
話
を
次
の

よ
う
に
本
国
に
伝
え
た
。

李
鴻
章
は
交
渉
の
当
事
者
と
し
て
利
用
さ
れ
て
も
、
彼
の
努
力
を
極
限
ま
で
利
用
さ
れ
た
後
で
、
す
ぐ
に
の
け
も
の
に
さ
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
は
、
李
鴻
章
と
結
ん
だ
協
定
が
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
保
証
を
得
ら
れ
な
い
。
伊
藤
の
考
え
で

は
、
清
は
自
ら
の
問
題
を
処
理
で
き
な
い
の
で
、
現
状
に
お
い
て
は
三
国
を
頼
り
に
し
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る（（（
（

。

政
治
的
立
場
が
不
安
定
な
李
鴻
章
に
対
し
て
三
国
を
後
見
と
し
な
が
ら
交
渉
を
行
う
方
が
、
決
定
内
容
を
後
に
覆
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
遼
東
半

島
を
返
還
す
る
こ
と
で
利
益
を
引
き
出
せ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
に
つ
い
て
駐
日
英
公
使
サ
ト
ウ
は
駐
清
英
公
使
オ
コ

ナ
ー
へ
の
書
簡
で
「
形
勢
は
悪
く
な
っ
て
い
る
〔
中
略
〕
も
し
、
日
本
が
三
国
に
頼
っ
た
と
き
、
三
国
が
「
斡
旋
ノ
労
」
を
約
束
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
三
国
は
日
清
の
関
係
を
わ
が
も
の
に
す
る（（（
（

」
と
漏
ら
し
た
。
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
が
、
日
本
の
交
渉
方
法
と
そ
の
条
件
を
規
定

し
、
結
果
的
に
イ
ギ
リ
ス
を
局
外
へ
と
追
い
や
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
遼
東
半
島
の
返
還
方
法
を
確
定
し
た
背
景
と
し
て
、
償
金
受
領
に
対
す
る
保
証
を
三
国
か
ら
得
た

と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
撤
退
問
題
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
、
朝
鮮
半
島
に
は
、
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遼
東
半
島
へ
と
つ
な
が
る
電
信
線
の
守
備
兵
が
駐
留
し
て
い
た
。
だ
が
、
閔
妃
殺
害
事
件
が
起
き
た
一
〇
月
初
め
ご
ろ
、
駐
日
英
公
使
サ
ト
ウ

は
「
伊
藤
も
井
上
馨
も
朝
鮮
の
軍
を
こ
れ
以
上
長
く
駐
屯
さ
せ
て
お
く
気
が
無
い
」
と
判
断
し
、「
日
本
が
可
能
な
限
り
速
や
か
に
遼
東
半
島

か
ら
撤
退
し
、
同
時
に
、
朝
鮮
か
ら
も
撤
退
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
考
え
て
い
た（（（
（

。
一
〇
月
二
五
日
、
日
本
は
遼
東
半
島
か
ら
の
撤
退
と

同
時
に
朝
鮮
半
島
か
ら
大
部
分
の
兵
を
撤
退
さ
せ
る
意
向
を
各
国
公
使
に
伝
え
る
こ
と
と
な
る（（（
（

。

　

さ
て
、
総
理
衙
門
に
よ
っ
て
再
度
全
権
委
任
使
節
に
選
ば
れ
た
李
鴻
章
と
（
（（
（

、
駐
清
林
公
使
の
会
談
は
、
先
の
日
本
と
三
国
と
の
合
意
を
清
が

追
認
す
る
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
会
談
は
一
〇
月
二
〇
日
の
第
一
回
か
ら
一
一
月
四
日
の
第
三
回
目
ま
で
行
わ
れ
た
。
全
権
使
節
林
に
よ

る
「
然
ラ
ハ
清
国
政
府
ハ
三
千
万
両
ヲ
支
払
フ
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
遼
東
ノ
返
還
ヲ
望
マ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
李
鴻
章
は
「
清

国
政
府
仮
令
之
ヲ
望
マ
ス
ト
ス
ル
モ
三
国
ハ
之
ヲ
許
容
セ
サ
ル
ヘ
シ（（（
（

」
と
答
え
た
。
清
は
、
三
千
万
両
を
支
払
っ
て
遼
東
半
島
を
返
還
し
て
も

ら
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
清
へ
の
条
約
案
に
含
ま
れ
て
い
た
大
連
湾
や
そ
の
他
開
港
は
会
談
前
に
（
（（
（

、
返
還
後
の

遼
東
半
島
不
割
譲
要
求
は
会
談
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
が
削
除
し
た（（（
（

。

　

会
談
期
間
中
に
日
本
は
第
一
回
軍
費
賠
償
金
分
割
払
い
の
五
千
万
両
を
受
領
し
（
（（（
（

、
遼
東
半
島
還
付
条
約
調
印
後
、
一
一
月
一
六
日
に
は
還
付

報
償
金
三
千
万
両
を
受
領
し
た（（（（
（

。
そ
し
て
、
遼
東
半
島
還
付
条
約
は
二
九
日
の
批
准
交
換
の
後
、
一
二
月
三
日
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
日
清
戦
後
処
理
の
一
つ
で
あ
る
遼
東
半
島
の
返
還
は
終
了
し
た
。
四
カ
国
が
同
調
し
た
干
渉
の
後
始
末
は
、
三
国
干
渉
と
し
て
決
着
し
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
三
国
干
渉
の
最
終
的
な
決
着
は
、
対
清
借
款
供
与
と
い
う
形
で
戦
後
処
理
に
関
与
す
る
列
強
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
償
金
総
額
の
確
定

を
意
味
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
に
続
く
下
関
条
約
履
行
過
程
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　

遼
東
半
島
の
返
還
過
程
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
日
清
通
商
航
海
条
約
交
渉
で
は
、
清
国
開
港
場
内
に
お
い
て
製
造
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
認
め

た
下
関
条
約
第
六
条
四
項
の
解
釈
が
、
日
清
間
の
主
た
る
争
点
と
な
っ
た（（（（
（

。
す
で
に
こ
の
交
渉
で
梧
州
開
港
要
求
を
通
す
こ
と
が
不
可
能
と

な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
財
源
が
必
要
で
あ
る
清
の
状
況
を
鑑
み
て
、
製
造
品
に
対
す
る
課
税
を
主
張
し
た
清
の
立
場
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
る（（（（
（

。
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ま
た
、
軍
費
賠
償
金
二
億
両
の
ほ
か
に
償
金
三
千
万
両
の
支
払
い
が
加
わ
っ
た
た
め
、
翌
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
五
月
に
予
定
し
て
い

る
第
二
回
軍
費
賠
償
金
支
払
い
ま
で
に
、
清
は
更
な
る
借
款
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
反
対
す
る
中
で
成
立

し
た
の
が
、
第
一
次
英
独
借
款
で
あ
る
。
遼
東
半
島
の
返
還
過
程
で
は
日
本
の
方
針
転
換
に
よ
っ
て
三
国
対
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
構
図
に
な
っ
た

が
、
対
清
借
款
は
露
仏
対
英
独
と
い
う
構
図
に
な
っ
た
。
日
本
の
勧
告
受
諾
に
よ
っ
て
共
同
歩
調
が
瓦
解
し
た
後
、
列
強
は
、
問
題
ご
と
に
相

手
国
を
変
え
な
が
ら
個
別
に
関
係
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
借
款
交
渉
を
担
当
し
た
北
京
の
海
関
総
税
務
司
ハ
ー
ト
（Sir R. 

H
art

）
は
清
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
〔
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
註
〕。

昨
春
の
ロ
シ
ア
の
干
渉
は
当
地
の
全
て
を
変
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
威
厳
が
あ
り
且
つ
私
心
の
無
い
姿
勢
は
、〔
清
の
〕
疑
い
を

減
ら
し
、〔
清
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
〕
影
響
力
を
強
め
、〔
清
と
の
〕
友
好
関
係
を
強
固
に
す
る
が
、
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
の
行
い
を
支
持
す

る
事
で
、〔
露
仏
の
〕
共
通
政
策
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。〔
中
略
〕
反
英
政
策
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
鉄
道
、
税
関
、
及
び
、
借
款
、
特
に
最

後
の
二
つ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
締
め
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
が
借
款
と
税
関
を
支
配
す
れ
ば
、
清
は

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
誰
も
口
出
し
で
き
な
く
な
る
！（（（（
（

担
保
が
不
足
す
る
中
で
先
に
遼
東
半
島
を
返
還
し
て
、
償
金
を
追
加
し
た
三
国
干
渉
の
決
着
は
、
列
強
に
よ
る
借
款
競
争
を
過
熱
さ
せ
る
要
因

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
分
析
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
よ
る
遼
東
半
島
の
返
還
は
、
東
ア
ジ
ア
の
秩
序
を
維
持
す
る
一
つ
の
機
能
で
あ
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
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と
し
た
列
強
間
の
協
調
を
崩
壊
さ
せ
、
列
強
が
個
別
に
関
係
を
形
成
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
そ
の
相
互
間
の
競
争
を
助
長
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　

戦
後
、
日
本
は
三
国
と
の
間
で
約
束
し
た
遼
東
半
島
の
返
還
を
、
直
ち
に
実
行
に
移
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
対
日
勧
告
の
受
諾
は
約
束

の
表
明
に
過
ぎ
ず
、
未
決
で
あ
っ
た
返
還
方
法
に
関
す
る
協
議
を
、
諸
外
国
と
の
間
で
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
は
、
交
渉
の
相
手

国
や
利
益
内
容
で
あ
る
返
還
条
件
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
下
関
条
約
不
履
行
の
可
能
性
、
李
鴻
章
の
政
治
的
後
退
と
い
っ
た
新
た
に
出
現
し

た
国
際
的
状
況
に
対
処
し
つ
つ
返
還
方
法
の
確
定
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
三
国
を
介
し
て
清
を
説
得
し
て
、
還
付
報
償
金
だ
け

を
引
き
出
し
た
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
日
本
は
四
カ
国
が
同
調
す
る
中
で
三
国
に
表
明
し
た
約
束
内
容
を
、
実
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
遼
東
半
島
返
還
の
実
施
は
、
戦
後
処
理
の
一
つ
の
決
着
を
意
味
し
た
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
列
強
の
在
り
方
を

変
化
さ
せ
た
。
日
本
に
よ
る
遼
東
半
島
返
還
の
表
明
が
、
賠
償
金
に
対
す
る
部
分
的
借
款
の
成
立
要
因
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

不
平
等
条
約
体
制
に
象
徴
さ
れ
る
列
強
間
の
共
同
歩
調
は
瓦
解
し
、
列
強
は
問
題
ご
と
に
個
別
に
関
係
を
形
成
し
た
。
日
清
戦
後
処
理
は
戦
前

の
シ
ス
テ
ム
を
踏
襲
し
た
形
で
一
括
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
分
割
的
な
対
処
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
返
還
方
法
の
確
定
は
償
金
の
増
額
を
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
は
、
以
後
の
対
清
借
款
交
渉
に
お
け
る
列
強
の
相
互
間
の
競
争
を
助
長

さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
五
月
、
日
本
は
最
後
の
軍
費
賠
償
金
受
領
を
迎
え
る
。
当
時
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
膠
州
湾
占
領
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
旅
順
入
港
な
ど
に
よ
っ
て
、
借
款
供
与
に
お
け
る
清
の
信
用
は
著
し
く
低
下
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
は
第
二
次
英
独
借
款
の

成
立
に
助
力
し
、
加
え
て
、
威
海
衛
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
占
領
に
同
意
し
た
上
で
撤
退
を
実
施
す
る
。
三
国
干
渉
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
外
し
た

日
本
は
、
こ
の
時
、
東
ア
ジ
ア
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
行
動
内
容
を
保
証
し
た
上
で
、
戦
後
処
理
の
最
終
決
着
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
一
八
九
八
年
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
列
強
に
よ
る
利
権
獲
得
競
争
が
激
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
戊
戌
変
法
が
起
こ
っ

た
清
が
、
韓
国
〔
前
年
、
大
韓
帝
国
成
立
〕
と
の
対
等
条
約
締
結
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
時
期
と
重
な
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
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る
朝
貢
冊
封
体
制
と
不
平
等
条
約
体
制
の
相
互
関
係
や
、
双
方
の
事
実
上
の
崩
壊
を
考
え
る
上
で
重
要
な
年
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
日
清
戦
後

処
理
の
最
終
決
着
が
ど
う
関
係
し
た
の
か
、
三
国
干
渉
を
完
結
さ
せ
た
後
、
残
る
下
関
条
約
履
行
に
至
る
日
本
外
交
の
具
体
的
考
察
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註︵
１
） 

従
来
の
研
究
は
︑
三
国
が
遼
東
半
島
の
返
還
を
求
め
る
勧
告
を

行
い
日
本
が
受
諾
し
た
こ
と
を
以
て
三
国
干
渉
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
い
る
が
︑
本
稿
は
便
宜
的
に
こ
れ
を
﹁
三
国
干
渉
﹂
と
表
記
す

る
︒
そ
の
根
拠
は
︑
日
本
が
返
還
を
表
明
し
た
時
点
で
は
︑
事
実
上

四
カ
国
が
同
調
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
本
稿
は
四
カ
国

が
同
調
し
た
時
点
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
後
︑
日
本
が
実
際
に
返
還
を

行
う
ま
で
の
過
程
を
含
め
て
三
国
干
渉
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
︒

︵
２
） 

こ
の
場
合
不
平
等
条
約
体
制
と
は
︑
イ
ギ
リ
ス
主
導
権
の
も
と

に
欧
米
列
強
が
協
調
し
て
貿
易
利
権
を
享
受
す
る
シ
ス
テ
ム
を
指

す
︒
小
風
秀
雅
﹃
近
代
日
本
と
国
際
社
会
﹄︵
放
送
大
学
教
育
振
興

会
︑
二
〇
〇
四
年
）
一
一
六
～
一
二
一
頁
を
参
照
︒
な
お
︑
ど
の
よ

う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
︑
同
﹁
一
九
世
紀
世
界

シ
ス
テ
ム
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
不
平
等
条
約
体
制
﹂︵﹃
東
ア

ジ
ア
近
代
史
﹄
第
一
三
号
︑
ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
一
〇
年
）
を
参

照
︒

︵
３
） 

イ
ギ
リ
ス
は
︑
三
国
に
同
調
す
る
こ
と
で
一
時
的
に
そ
の
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
を
取
り
繕
っ
た
︒
い
っ
ぽ
う
︑
日
本
は
受
諾
を
表
明
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
︑
条
約
の
批
准
交
換
を
可
能
に
し
︑
割
譲
が
約
束
さ
れ

た
台
湾
で
の
戦
闘
を
残
し
な
が
ら
戦
争
に
決
着
を
つ
け
た
︒
開
戦
か

ら
終
戦
に
至
る
国
際
関
係
の
変
化
と
日
本
外
交
に
関
す
る
分
析
は
︑

別
稿
を
予
定
し
て
い
る
︒

︵
４
） 

古
く
はPhilip Joseph , Foreign D

iplom
acy in C

hina, 1894-
1900 (G

. A
llen &

 U
nw

in, 1928), C
hapter V

 and V
I.

が
︑
借
款
問

題
と
関
連
さ
せ
つ
つ
遼
東
半
島
返
還
方
法
に
対
す
る
三
国
の
意
見
相

違
を
追
い
︑
矢
野
仁
一
﹃
日
清
役
後
支
那
外
交
史
﹄︵
東
方
文
化
学

院
京
都
研
究
所
︑
一
九
三
七
年
︑
第
三
章
﹁
遼
東
還
附
条
件
減
譲
問

題
﹂）
が
三
国
と
清
の
動
向
の
分
析
に
主
眼
を
置
い
た
︒
だ
が
︑
総

じ
て
勧
告
受
諾
側
で
あ
る
日
本
に
関
す
る
分
析
が
簡
略
化
さ
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
︒

︵
５
） 

藤
村
道
生
﹃
日
清
戦
争
│
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
転
換
点
│
﹄

︵
岩
波
書
店
︑
一
九
七
三
年
）
二
〇
三
頁
︒

︵
６
） 

Ian N
ish, The Anglo-Japanese Alliance: the diplom

acy of 
tw

o island em
pires 1894-1907 (U

niversity of L
on don the 

A
thlone Press, 1966), pp.34-35.

︵
７
） 
明
治
二
八
年
四
月
一
五
日
付
井
上
馨
宛
伊
藤
博
文
書
翰
︵
国
立
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国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
﹁
井
上
馨
関
係
文
書
﹂
第
八
冊
所

収
）︒
坂
野
正
高
﹃
近
代
中
国
政
治
外
交
史
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
︑

一
九
七
三
年
）
四
一
四
頁
を
参
照
︒

︵
８
） 

外
務
省
編
﹃
日
本
外
交
文
書
﹄
二
八
巻
二
︵
日
本
国
際
連
合
協

会
︑
一
九
五
三
年
）
六
七
八
︒
以
下
﹃
外
文
﹄
と
略
記
し
︑
巻
数
と

文
書
番
号
を
付
す
︒

︵
９
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
七
一
七
︑
七
四
六
︒

︵
10
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
七
五
一
︒

︵
11
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
七
八
七
︑
七
八
八
︒

︵
12
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
〇
一
︒

︵
13
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
〇
四
︒

︵
14
） 

F
O

405/63, N
o.449, M

ay 8. N
o.239 and N

o.398, M
ay 9, 

1895. 

本
稿
で
用
い
る
イ
ギ
リ
ス
外
交
文
書
の
う
ち
︑Foreign 

O
ffice C

onfidential Prints, C
hina

をFO
405

と
略
記
す
る
︵
東
洋

文
庫
所
蔵
の
も
の
を
利
用
）︒
本
来G

eneral C
orrespondence

が
イ

ギ
リ
ス
外
交
史
に
お
け
る
一
次
史
料
で
あ
り
︑
部
外
秘
の
機
密
史
料

と
し
て
こ
れ
を
編
纂
し
たC

onfidential Prints 

は
二
次
史
料
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
が
︵
佐
々
木
揚
﹁
日
清
戦
争
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
│

欧
米
の
史
料
と
研
究
│
﹂﹃
近
代
中
国
研
究
彙
報
﹄
第
一
八
号
︑
一

九
九
六
年
︑
六
六
頁
を
参
照
）︑
各
国
と
の
関
係
を
斟
酌
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
︑FO

405

を
用
い
た
︒

︵
15
） 
FO

405/63, N
o.277, M

ay 21, 1895.

︵
16
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
四
二
︒

︵
17
） 

﹁
三
﹂
は
︑
下
関
条
約
で
日
本
へ
の
割
譲
が
約
束
さ
れ
た
台
湾

と
関
係
す
る
︒
六
月
二
日
に
日
清
間
で
正
式
に
引
渡
し
が
行
わ
れ
る

が
︑
そ
れ
よ
り
前
の
五
月
二
三
日
に
台
湾
独
立
宣
言
が
発
せ
ら
れ

た
︒
そ
の
後
日
本
は
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
領
有
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
と

の
間
で
︑
バ
シ
ー
海
峡
を
も
っ
て
両
国
の
境
界
線
と
す
る
共
同
宣
言

を
八
月
七
日
に
行
い
︑
国
境
を
定
め
た
︒
戴
天
昭
﹁
日
清
戦
役
三
国

干
渉
と
台
湾
﹂︵﹃
法
学
志
林
﹄
六
六
巻
三
号
︑
法
政
大
学
法
学
志
林

協
会
︑
一
九
六
九
年
）
を
参
照
︒

︵
18
） 

下
関
条
約
第
四
条
は
︑
軍
費
賠
償
金
の
支
払
い
方
法
を
次
の
よ

う
に
規
定
し
て
い
る
﹁
清
国
ハ
軍
費
賠
償
金
ト
シ
テ
庫
平
銀
二
億
両

ヲ
日
本
国
ニ
支
払
フ
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約
ス
︒
右
金
額
ハ
都
合
八
回
ニ
分

チ
初
回
及
次
回
ニ
ハ
毎
回
五
千
万
両
ヲ
支
払
フ
ヘ
シ
︒
而
シ
テ
初
回

ノ
払
込
ハ
本
約
批
准
交
換
後
六
個
月
以
内
ニ
︑
次
回
ノ
払
込
ハ
本
約

批
准
交
換
後
十
二
個
月
以
内
ニ
於
テ
ス
ヘ
シ
︒
残
リ
ノ
金
額
ハ
六
個

年
賦
ニ
分
チ
︑
其
ノ
第
一
次
ハ
本
約
批
准
交
換
後
二
個
年
以
内
ニ
︑

其
ノ
第
二
次
ハ
本
約
批
准
交
換
後
三
個
年
以
内
ニ
︑
其
ノ
第
三
次
ハ

本
約
批
准
交
換
後
四
個
年
以
内
ニ
︑
其
ノ
第
四
次
ハ
本
約
批
准
交
換

後
五
個
年
以
内
ニ
︑
其
ノ
第
五
次
ハ
本
約
批
准
交
換
後
六
個
年
以
内

ニ
︑
其
ノ
第
六
次
ハ
本
約
批
准
交
換
後
七
個
年
以
内
ニ
支
払
フ
ヘ

シ
︒︹
句
読
点
は
引
用
者
︺﹂﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
〇
八
九
︑
附

記
一
︑
三
六
四
頁
︒

︵
19
） 

FO
405/63, N

o.278, M
ay 21, 1895.

︵
20
） 

FO
405/63, N

o.313, M
ay 27, 1895. FO

405/64, N
o.30, M

ay 

22, 1895.

清
が
ロ
シ
ア
の
提
議
に
応
じ
た
背
景
は
︑﹁
日
本
が
三
国

干
渉
に
屈
し
て
遼
東
半
島
還
付
を
表
明
し
た
も
の
の
︑
還
付
条
件
の
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決
定
は
今
後
の
日
清
及
び
三
国
に
よ
る
交
渉
を
俟
た
ね
ば
な
ら
ず
︑

そ
の
際
清
国
政
府
は
遼
東
問
題
に
最
も
関
係
の
深
い
ロ
シ
ア
の
支
持

を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
考
慮
し
て
︑
直
ち
に
ロ
シ
ア
の
提
議
に
応

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
﹂
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
佐
々
木
揚
﹁
一
八

九
五
年
の
対
清
・
露
仏
借
款
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
﹂︵﹃
史
学
雑
誌
﹄

第
八
八
編
七
号
︑
一
九
七
九
年
）
二
二
～
二
三
頁
︒

︵
21
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
四
九
︒

︵
22
） 

明
治
二
八
年
日
付
不
明
﹁
奉
天
半
島
還
附
ニ
関
ス
ル
条
約
案
﹂

︵
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
﹁
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第

三
五
冊
所
収
）︒

︵
23
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
五
一
︒

︵
24
） 

前
掲
矢
野
﹃
日
清
役
後
支
那
外
交
史
﹄
第
三
章
︑
第
五
節
を
参

照
︒

︵
25
） 

明
治
二
八
年
六
月
八
日
付
駐
清
米
公
使
デ
ン
ビ
ー
発
電
報︵﹁
陸

奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
三
三
冊
所
収
）︒

︵
26
） 

明
治
二
八
年
六
月
一
一
日
付
駐
清
林
公
使
宛
電
報
︵﹁
陸
奥
宗

光
関
係
文
書
﹂
第
三
三
冊
所
収
）︒
い
っ
ぽ
う
︑
駐
日
清
国
公
使
裕

庚
は
︑
九
月
一
三
日
に
東
京
に
到
着
す
る
︒﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑

一
一
四
五
︒

︵
27
） 

FO
405/64, N

o.53, June 10, 1895.

︵
28
） 

FO
405/63, N

o.364 and 365, June 7, 1895. ﹃
外
文
﹄
二
八
巻

二
︑
八
五
四
︑
八
六
〇
︒
明
治
二
八
年
六
月
二
二
日
付
西
園
寺
外
相

臨
時
代
理
宛
駐
英
加
藤
公
使
電
報
︑
明
治
二
八
年
六
月
二
八
日
付
西

園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
清
林
公
使
機
密
信
︵
外
務
省
外
交
史
料
館

所
蔵
﹁
外
務
省
記
録
﹂
一
門
七
類
一
項
三
号
﹁
支
那
外
債
関
係
雑
件

日
清
戦
役
賠
償
金
借
款
ノ
部
﹂
第
一
巻
一
︑
露
仏
）︒
な
お
︑
下
関

講
和
会
議
で
条
約
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
部
分
と
は
︑
北
京
・
湘
潭

県
・
梧
州
府
の
開
市
開
港
︑
洞
庭
湖
│
湘
潭
間
・
広
東
│
梧
州
間
の

新
航
路
を
指
す
︒

︵
29
） 

FO
405/64, N

o.55, June 11, 1895. ﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八

六
四
︒
明
治
二
八
年
六
月
一
四
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
英

加
藤
公
使
電
報
︵﹁
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
三
四
冊
所
収
）︒

︵
30
） 

FO
405/63, N

o.412, June 15, 1895. FO
405/64, N

o. 60, June 

18, 1895.

︵
31
） 

FO
405/63, N

o.356, June 5, 1895.

﹁
ロ
シ
ア
が
清
国
の
債
務

を
保
証
す
る
﹂
と
い
う
表
現
は
︑
六
月
二
二
日
に
対
清
借
款
契
約
か

ら
除
か
れ
︑
そ
の
代
わ
り
銀
行
団
は
ロ
シ
ア
政
府
と
の
間
で
締
結
す

る
別
の
協
定
に
よ
っ
て
︑
清
国
が
債
務
不
履
行
の
場
合
ロ
シ
ア
政
府

が
変
わ
っ
て
支
払
う
︑
と
の
約
束
を
得
る
こ
と
に
な
る
︒
前
掲
佐
々

木
﹁
一
八
九
五
年
の
対
清
・
露
仏
借
款
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
﹂
三
三

頁
を
参
照
︒

︵
32
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
六
三
︒

︵
33
） 

FO
405/63, N

o.405, June 13, 1895.

︵
34
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
七
四
︒

︵
35
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
五
六
︒FO

405/63, N
o.438, June 21, 

1895. 

︵
36
） 
﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
七
五
︒

︵
37
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
九
〇
︒
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︵
38
） 

FO
405/64, N

o.50 and N
o.124, July 19, 1895.

︵
39
） 
﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
八
五
︑
七
月
一
六
日
の
閣
議
で
決
定
︒

︵
40
） 
明
治
二
八
年
七
月
一
三
日
付
伊
藤
博
文
宛
西
園
寺
公
望
書
翰

︵
伊
藤
博
文
編
・
秘
書
類
纂
﹃
機
密
日
清
戦
争
﹄
原
書
房
︑
一
九
六

七
年
）
四
六
四
頁
︒

︵
41
） 

駐
露
公
使
西
徳
二
郎
は
そ
の
使
途
に
つ
い
て
︑
半
額
が
遼
東
半

島
還
付
報
償
金
︑
半
額
が
第
一
回
軍
費
賠
償
金
の
支
払
い
に
あ
て
ら

れ
る
と
考
え
た
︒
明
治
二
八
年
七
月
一
〇
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代

理
宛
駐
露
西
公
使
電
報
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
一
門
七
類
一
項
三
号

﹁
支
那
外
債
関
係
雑
件
日
清
戦
役
賠
償
金
借
款
ノ
部
﹂
第
一
巻
一
︑

露
仏
）︒

︵
42
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
三
九
︑
四
七
〇
頁
︒

︵
43
） 

FO
405/64, N

o.122, July 13, 1895.

︵
44
） 

明
治
二
八
年
七
月
三
一
日
付
駐
露
西
徳
二
郎
公
使
宛
陸
奥
宗
光

書
翰
︵﹁
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
五
〇
冊
所
収
）︒

︵
45
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
三
四
︒

︵
46
） 

明
治
二
八
年
日
付
不
明
﹁
奉
天
半
島
還
付
ニ
関
ス
ル
条
約
案
﹂

︵﹁
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
三
五
冊
所
収
）︒

︵
47
） 

FO
405/64, N

o.60, June 18, 1895.

︵
48
） 

FO
405/64, N

o.43, July 12, 1895.

︵
49
） 

こ
れ
は
︑
下
関
条
約
に
お
け
る
軍
費
賠
償
金
と
新
規
開
港
の
関

係
に
も
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
︒

︵
50
） 

川
島
真
﹃
中
国
近
代
外
交
の
形
成
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑

二
〇
〇
四
年
）
第
Ⅰ
部
︑
第
一
章
を
参
照
︒

︵
51
） 

陸
奥
宗
光
著
・
中
塚
朗
校
注
﹃
蹇
蹇
録
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九

八
三
年
）
二
四
六
頁
︒

︵
52
） 

濱
下
武
志
﹁
日
清
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
﹂︵
小
風
秀
雅
編
﹃
ア
ジ

ア
の
帝
国
国
家
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
︒

︵
53
） 

明
治
二
七
年
六
月
二
八
日
付
陸
奥
宗
光
宛
駐
清
小
村
臨
時
代
理

公
使
電
報
︵﹃
外
文
﹄
二
七
巻
二
︑
六
二
四
）︒
明
治
二
七
年
六
月
三

〇
日
付
伊
藤
博
文
宛
陸
奥
宗
光
書
翰
︵
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会

編
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
﹄
七
︑
塙
書
房
︑
一
九
七
九
年
︑
二
九
四

～
二
九
五
頁
）︒
明
治
二
七
年
六
月
三
〇
日
付
陸
奥
宗
光
宛
伊
藤
博

文
書
翰
︵﹁
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
三
冊
所
収
）︒

︵
54
） 

﹃
外
文
﹄
二
七
巻
二
︑
八
五
九
︒

︵
55
） 

デ
ト
リ
ン
グ
の
帰
還
に
よ
っ
て
︑
ア
メ
リ
カ
を
介
し
た
日
清
交

渉
ル
ー
ト
が
確
立
し
た
こ
と
は
︑Jeffery M

. D
ow

art, The Pigtail 
W

ar: the Am
erican response to the Sino- Japanese W

ar of 1894-
1895. (U

niversity of M
assachusetts Press, 1971), p.173

を
参
照
︒

ま
た
︑
佐
々
木
揚
﹁
日
清
戦
争
後
の
清
国
の
対
露
政
策
│
一
八
九
六

年
の
露
清
同
盟
条
約
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂︵﹃
東
洋
学
報
﹄
五
九

巻
︑
一
・
二
号
︑
一
九
七
七
年
）
六
八
頁
は
︑
日
清
戦
後
に
直
隷
総

督
李
鴻
章
に
と
っ
て
か
わ
り
︑
北
京
政
府
中
枢
が
決
定
・
遂
行
の
担

い
手
と
な
っ
た
清
国
外
交
組
織
内
で
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
︒

︵
56
） 

﹃
外
文
﹄
二
七
巻
二
︑
八
五
七
︒

︵
57
） 
前
掲
﹃
蹇
蹇
録
﹄
二
四
六
頁
︒

︵
58
） 

FO
405/64, N

o.60, June 18, 1895.

︵
59
） 

明
治
二
八
年
七
月
三
一
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
在
天
津
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荒
川
領
事
電
報
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
二
門
五
類
一
項
五
五
号
﹁
日
清

通
商
航
海
条
約
締
結
一
件
﹂
第
一
巻
）︒
ち
な
み
に
︑
翁
同
龢
と
李

鴻
藻
に
つ
い
て
︑
陸
奥
は
﹃
蹇
蹇
録
﹄
で
李
鴻
章
の
政
敵
と
し
て
言

及
し
て
い
る
︒
前
掲
﹃
蹇
蹇
録
﹄
一
一
一
頁
～
一
一
三
頁
︒

︵
60
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
一
︑
一
五
二
︒
そ
の
後
︑
西
園
寺
外
相
臨
時

代
理
は
駐
清
林
公
使
に
対
し
︑
日
清
通
商
航
海
条
約
の
交
渉
場
所
と

し
て
北
京
を
希
望
す
る
よ
う
指
示
し
た
︒﹃
外
文
﹄
二
八
巻
一
︑
一

五
三
︒

︵
61
） 

明
治
二
八
年
八
月
七
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
清
林
公

使
電
報
︑
同
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
清
林
公
使
機
密
信

︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
一
門
六
類
一
項
四
│
二
号
﹁
各
国
内
政
関
係
雑
纂

支
那
ノ
部
﹂
第
一
巻
）︒

︵
62
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
九
四
︑
八
九
五
︒

︵
63
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
三
九
︑
四
七
一
頁
︒

︵
64
） 

明
治
二
八
年
八
月
二
七
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
在
天
津

荒
川
領
事
電
報
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
一
門
六
類
一
項
四
│
二
号
﹁
各

国
内
政
関
係
雑
纂
支
那
ノ
部
﹂
第
一
巻
）︒

︵
65
） 

明
治
二
八
年
八
月
二
九
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
清
林

公
使
電
報
︒
同
年
九
月
三
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
清
林
公

使
機
密
信
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
一
門
六
類
一
項
四
│
二
号
﹁
各
国
内

政
関
係
雑
纂
支
那
ノ
部
﹂
第
一
巻
）︒

︵
66
） 

FO
405/65, N

o.11, A
ugust 31, 1895.

︵
67
） 

FO
405/65, N

o.68, Septem
ber 27, 1895.

︵
68
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
九
一
︒

︵
69
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
〇
一
︒

︵
70
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
八
九
六
︒

︵
71
） 

明
治
二
八
年
八
月
四
日
付
陸
奥
宗
光
宛
西
園
寺
公
望
書
翰︵﹁
陸

奥
宗
光
関
係
文
書
﹂
第
六
冊
所
収
）︒
立
命
館
大
学
西
園
寺
公
望
伝

編
纂
委
員
会
編
﹃
西
園
寺
公
望
伝
別
巻
一
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
九

六
年
）
二
六
三
頁
︒
こ
の
時
点
で
遼
東
半
島
に
は
二
師
団
存
在
し

た
︒
そ
の
う
ち
︑
一
師
団
は
威
海
衛
と
台
湾
に
派
遣
さ
れ
る
た
め
︑

九
月
に
は
一
師
団
に
な
る
予
定
で
あ
っ
た
︒﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑

九
〇
二
︒

︵
72
） 

ロ
シ
ア
は
︑
清
が
第
二
回
軍
費
賠
償
金
を
支
払
う
予
定
で
あ
る

翌
年
五
月
以
前
の
撤
退
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
︒
翌

年
六
月
︑
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
戴
冠
式
で
︑
鉄
道
敷
設
を
含
ん
だ

李
・
ロ
バ
ノ
フ
協
定
を
清
と
結
ぶ
た
め
︑
こ
の
計
画
を
意
識
し
て
早

期
撤
兵
を
日
本
に
主
張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
︒

︵
73
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
〇
二
︒

︵
74
） 

三
国
の
う
ち
ド
イ
ツ
は
日
本
寄
り
の
姿
勢
を
と
っ
た
が
︑
こ
れ

に
つ
い
て
伊
藤
は
︑
露
仏
と
の
行
動
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
と
見
越
し
て
い
た
︒FO

405/65, N
o.11, A

ugust 31, 1895.

︵
75
） 

前
掲
矢
野
﹃
日
清
役
後
支
那
外
交
史
﹄
第
三
章
︑
第
八
節
を
参

照
︒

︵
76
） 

FO
405/64, N

o.150, Septem
ber 4, 1895.　

こ
う
し
た
動
き
に

対
し
て
︑
清
は
再
び
︑
総
理
衙
門
や
李
鴻
章
を
介
し
て
日
本
に
直
接

交
渉
や
条
件
を
持
ち
か
け
た
︒
だ
が
︑
日
本
は
駐
清
林
公
使
に
訓
令

を
送
ら
ず
︑
あ
く
ま
で
三
国
の
返
答
を
優
先
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
︒
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FO
405/64, N

o.150, Septem
ber 4, 1895.

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九

一
八
︑
一
一
四
四
︒
前
掲
﹃
機
密
日
清
戦
争
﹄
六
二
八
頁
︒

︵
77
） 
﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
二
六
︑
二
〇
五
頁
︒

︵
78
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
二
六
︑
二
〇
五
頁
︒
一
一
五
〇
︑
四

七
九
頁
︒

︵
79
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
三
一
︒

︵
80
） 

原
奎
一
郎
編
﹃
原
敬
日
記
﹄
一
巻
︵
福
村
出
版
︑
一
九
六
五

年
）
二
二
六
頁
︑
明
治
二
八
年
九
月
一
二
日
︒

︵
81
） 

明
治
二
八
年
九
月
一
三
日
付
駐
清
林
公
使
宛
西
園
寺
外
相
臨
時

代
理
電
報
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
二
門
五
類
一
項
五
五
号
﹁
日
清
通
商

航
海
条
約
締
結
一
件
﹂
第
一
巻
）︒
日
清
通
商
航
海
条
約
は
︑
翌
一

八
九
六
年
七
月
二
一
日
に
調
印
︑
一
〇
月
二
〇
日
に
批
准
交
換
を
終

え
る
︒
堀
口
修
﹁﹁
日
清
通
商
航
海
条
約
﹂
締
結
交
渉
に
つ
い
て
﹂

︵﹃
中
央
史
学
﹄
七
号
︑
一
九
八
四
年
）
を
参
照
︒

︵
82
） 

﹁
三
国
勧
告
関
係
電
報
案
四
通
﹂︵
原
敬
文
書
研
究
会
編
﹃
原
敬

関
係
文
書
﹄
第
六
巻
︑
日
本
放
送
出
版
協
会
︑
一
九
八
六
年
）
四
〇

五
頁
︒
電
報
案
は
︑﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
三
三
に
相
当
す
る
︒

︵
83
） 

FO
405/65, N

o.64, Septem
ber 23, 1895. 

︵
84
） 

FO
405/65, N

o.65, Septem
ber 23, 1895.

︵
85
） 

F
O

405/64, N
o.167, S

eptem
ber 13, 1895.　

F
O

405/65, 

N
o.13, Septem

ber 12, 1895.

︵
86
） 
FO

405/65, N
o.68, Septem

ber 27, 1895.

︵
87
） 

FO
405/64, N

o.184, Septem
ber 26, 1895.

︵
88
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
四
一
︒

︵
89
） 

同
右
︒

︵
90
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
四
二
︒

︵
91
） 

三
公
使
は
︑
日
本
の
回
答
に
満
足
す
る
旨
︑
一
〇
月
一
八
日
︑

一
九
日
に
外
務
省
で
手
交
し
た
︒﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
九
四
七
︑

九
四
八
︑
九
四
九
︑
九
五
〇
︒

︵
92
） 

FO
405/65, N

o.70, O
ctober 7, 1895. 

︵
93
） 

L
etter from

 S
atow

 to O
ʼC

onor, O
ctober 9, 1895 (Ian 

R
uxton ed., The Sem

i-O
fficial Letters of British Envoy Sir Ernest 

Satow
 from

 Japan and C
hina 1895-1906, L

ulu Press, 2007, p.8).

︵
94
） 

L
etter from

 Satow
 to Salisbury, O

ctober 8, 1895 (Ibid., p.6).

︵
95
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
一
︑
三
九
七
︑
三
九
八
︒FO

405/65, N
O

.33, 

O
ctober 29, 1895.

︵
96
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
五
六
︒

︵
97
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
五
一
︑
一
一
五
二
︒

︵
98
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
七
〇
︒

︵
99
） 

﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
六
三
︑
付
属
書
二
︑
一
〇
月
二
〇

日
奉
天
半
島
還
附
条
約
談
判
筆
記
第
一
回
︑
四
九
七
頁
︒

︵
100
） 

明
治
二
八
年
一
〇
月
三
一
日
付
西
園
寺
外
相
臨
時
代
理
宛
駐
英

加
藤
公
使
電
報
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
五
門
二
類
一
七
項
一
号
﹁
日
清

戦
役
関
係
清
国
ヨ
リ
ノ
軍
費
賠
償
金
並
威
海
衛
守
備
兵
費
授
受
関
係

雑
件
第
一
巻
︑
第
一
回
軍
費
賠
償
金
領
収
ノ
件
﹂）︒

︵
101
） 
﹃
外
文
﹄
二
八
巻
二
︑
一
一
九
八
︒

︵
102
） 
前
掲
堀
口
﹁﹁
日
清
通
商
航
海
条
約
﹂
締
結
交
渉
に
つ
い
て
﹂

を
参
照
︒
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︵
103
） 

L
etter from

 H
art to C

am
pbell, January 19, 1896 (S

econd 

H
istorical A

rchives of C
hina, Institute of M

odern H
istory, 

C
A

SS; C
hen X

iafei and H
an R

ongfang eds., Archives of C
hina's 

Im
perial M

aritim
e C

ustom
s : confidential correspondence 

betw
een Robert H

art and Jam
es D

uncan C
am

pbell, 1874-1907, 
V

ol.3, Foreign L
anguages Press, B

eijing, 1993, p.106).

︵
104
） 

T
elegram

 from
 H

art to C
am

pbell, M
arch 9, 1896 (Ibid., 

p.1350).

︵
105
） 

岡
本
隆
司
﹁
韓
国
の
独
立
と
清
朝
の
外
交
﹂︵
岡
本
隆
司
・
川

島
真
編
﹃
中
国
近
代
外
交
の
胎
動
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
九

年
︑
第
七
章
）
一
七
一
～
一
七
三
頁
を
参
照
︒

︵
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


